
１　

ア
ヴ
ェ
ロ
ン
の
野
生
児

　

ア
ヴ
ェ
ロ
ン
の
野
生
児
と
は
、
一
八
〇
〇
年
一
月
南
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ヴ
ェ
ロ
ン（Aveyron

       
）県
で
保
護
さ
れ
た
推
定
年
齢
一
二
、

三
歳
の
少
年
の
こ
と
で
あ
る
。
発
見
当
時
は
素
裸
で
、
こ
と
ば
を
発
し
も
解
し
も
せ
ず
、
森
の
な
か
で
数
年
間
単
身
で
過
ご
し
て

い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
た
。
七
月
ま
で
、
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
県
の
県
庁
所
在
地
ロ
デ
ス
（Rodez

     
）
の
中
央
学
校
で
保
護
下
に
お
か
れ

た
あ
と
、
政
府
か
ら
の
命
令
で
八
月
に
パ
リ
に
移
送
さ
れ
、
人
間
観
察
家
協
会
の
監
督
の
も
と
パ
リ
の
国
立
聾
唖
学
校
に
収
容
さ

れ
た
。

　

少
年
は
、
精
神
医
学
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ピ
ネ
ル
（Philippe

Pinel

              
）
の
診
察
・
観
察
を
受
け
、
白
痴
と
診

断
さ
れ
、
治
療
も
教
育
も
不
能
と
い
う
判
断
が
下
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
聾
唖
学
校
付
き
の
医
師
に
な
っ
た
ジ
ャ
ン
＝
マ
ル
ク
・
ガ

ス
パ
ー
ル
・
イ
タ
ー
ル
（Jean-M

arc
Gaspard

Itar

      
                d  
）
は
、
こ
の
少
年
を
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
（Victor

        
）  
と
名
づ
け
、
そ
の
教
育
を
思

 
（
２
） 

案
し
模
索
し
た
。
そ
の
記
録
は
、
一
八
〇
一
年
と
一
八
〇
六
年
に
報
告
書
と
し
て
提
出
・
公
刊
さ
れ 
た
。  
知
的
発
達
障
害
児
へ
の

 
（
３
） 

教
育
実
践
の
克
明
な
事
例
報
告
と
し
て
、
現
在
で
も
広
く
読
ま
れ
て
い
る
。

　

ア
ヴ
ェ
ロ
ン
の
野
生
児
が
巷
間
に
知
ら
れ
て
い
る
の
に
は
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
（FrançoisTruffaut

                 
）
の
映
画

『
野
性
の
少
年
（L’Enfantsauvag

               e  
）』（
一
九
六
九
年
）
も
一
役
買
っ
て
い 
る
。  
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
は
、
イ
タ
ー
ル
の
記
録
を
ほ
ぼ

 
（
４
） 
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木　

光
太
郎

 
ボ
ナ
テ
ー
ル
の
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
の
野
生
児
（
１
）



忠
実
に
な
ぞ
る
形
で
、
映
画
を
イ
タ
ー
ル
と
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
の
二
人
の
関
係
の
物
語
と
し
て
描
き
出
し
た
。
ま
た
最
近
で
は
、
ア

メ
リ
カ
の
人
気
作
家
コ
ラ
ゲ
ッ
サ
ン
・
ボ
イ
ル
（T.Coraghessan

Boyl

                   e  
）
も
、
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
の
野
生
児
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品

を
書
き
、
よ
く
読
ま
れ
て
い 
る
。 

 
（
５
） 

２　

博
物
学
者
ボ
ナ
テ
ー
ル

　

イ
タ
ー
ル
の
一
八
〇
一
年
の
第
一
報
告
の
初
め
の
ほ
う
の
箇
所
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
「
科
学
の
擁
護
者
で
あ
る
某
大
臣
は
、
こ
の
事
件
が
精
神
的
人
間
の
科
学
に
光
明
を
も
た
ら
す
に
違
い
な
い
と
信
じ
、
そ
の
少
年

を
パ
リ
に
連
れ
て
く
る
よ
う
命
じ
た
。
少
年
は
、
貧
し
く
も
尊
敬
に
値
す
る
老
人
に
連
れ
ら
れ
、
革
命
暦
八
年
の
末
頃
［
一
八
〇

〇
年
八
月 
］

    
 
パ
リ
に
到
着
し
た
。
こ
の
子
と
別
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
老
人
は
、
そ
の
子
に
、
も
し
協
会
［
人
間
観
察
家

 
（
６
） 

協
会
］
が
お
ま
え
を
見
捨
て
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
お
ま
え
を
引
き
取
り
に
来
て
、
父
親
代
わ
り
に
な
っ
て
や
る
と
約
束
し
た
。」

　

こ
の
文
中
で
、「
貧
し
く
も
尊
敬
に
値
す
る
老
人
（un

pauvre
etrespectable

vieillar
                                 d  
）」
と
あ
る
の
は
、
ロ
デ
ス
の
中
央
学 
校 

（
７
）

の
博
物
学
（
自
然
史
）
の
教
授
で
、
神
父
で
も
あ
っ
た
ピ
エ
ー
ル
＝
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ボ
ナ
テ
ー
ル
（Pierre-Joseph

Bonnaterre

                        
）
で

あ
る
（
写
真
１
参
照
）。
イ
タ
ー
ル
が
な
に
を
根
拠
に
「
貧
し
い
」
と
い
う
形
容
を
用
い
て
い
る
の
か
は
不
明
だ 
が
、  
こ
の
文
章
か

 
（
８
） 

ら
受
け
と
れ
る
の
は
、
人
間
愛
に
あ
ふ
れ
た
一
介
の
老
人
（
こ
の
時
ボ
ナ
テ
ー
ル
は
四
八
歳
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
年
齢
が
老
人
か

と
い
う
問
題
も
あ
る
が
）
が
少
年
を
パ
リ
ま
で
移
送
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
某
大
臣
と
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
実
弟
、

内
務
大
臣
の
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
（Lucien

Bonaparte

                
）
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ボ
ナ
テ
ー
ル
は
一
介
の
市
民
で
は
な
い
。
動
植
物
の
観
察
を
専
門
に
し
て
き
た
博
物
学
者
で
あ
る
。
ボ
ナ
テ
ー
ル

は
、
こ
の
少
年
と
五
カ
月
半
を
一
緒
に
過
ご
し
、
そ
の
観
察
記
録
を
出
版
し
て
い
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
ピ
ネ
ル
も
イ
タ
ー
ル
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も
、
こ
の
報
告
に
重
き
を
お
く
こ
と
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
報
告
は
、
パ
リ
に
移
送
さ
れ

る
以
前
の
（
す
な
わ
ち
ピ
ネ
ル
の
診
断
や
イ
タ
ー

ル
の
教
育
・
訓
練
が
な
さ
れ
る
以
前
の
）
少
年
の

行
動
、
性
質
や
能
力
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
と
い

う
点
で
注
目
す
べ
き
資
料
で
あ
る
。

　

ボ
ナ
テ
ー
ル
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
は
ロ
デ

ス
の
中
央
学
校
教
授
で
博
物
学
者
と
い
う
紹
介
の

み
で
、
そ
れ
以
上
の
解
説
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
報
告
の
学
術
的
価
値
を
評
価
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
彼
が
ど
の
よ
う
な
経
歴
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
か
は
重
要
で
あ

る
。
以
下
に
そ
れ
を
見
て
お
こ
う
。

　

ボ
ナ
テ
ー
ル
は
、
一
七
五
一
年
一
一
月
二
四
日
、
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
県
の
サ
ン
ジ
ュ
ニ
エ
ス
・
ド
ル
ト
（Saint-Geniez

d’Olt

                  
）
に

外
科
医
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
て
い 
る
。  
七
二
年
に
県
都
ロ
デ
ス
の
神
学
校
に
入
学
。
七
九
年
神
父
と
な
り
、
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
県
の

 
（
９
） 

カ
ッ
シ
ュ
エ
ジ
ュ
ル
（Cassuéjoul

          s  
）
の
助
任
司
祭
を
命
じ
ら
れ
る
が
、
博
物
学
へ
の
想
い
断
ち
が
た
く
、
助
任
司
祭
を
わ
ず
か

数
カ
月
務
め
た
だ
け
で
、
学
問
の
都
パ
リ
に
出
る
（
奇
し
く
も
、
彼
の
生
年
は
『
百
科
全
書
』
の
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
年
で
あ
る
）。

　

パ
リ
で
は
、
ド
ゥ
ロ
ク
ロ
ー
ル
（Arm

and

   
    de

Roquelaure

             
）
の
庇
護
の
も
と
で
、
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
（François

         Fénelon

       
）
の
著
作

集
の
編
集
に
勤
み
（
一
七
八
七
年
刊
行
）、『
百
科
全
書
』
執
筆
者
の
ド
ー
バ
ン
ト
ン
（LouisJean-M

arie
Daubenton

            
              
）
や
博
物

学
の
権
威
ビ
ュ
フ
ォ
ン
（Com

te
de
Buffo

   
           n  
）
と
も
親
交
を
結
ん
だ
。

　
『
百
科
全
書
』
は
一
七
五
一
年
か
ら
七
二
年
ま
で
に
全
二
八
巻
が
刊
行
さ
れ
、
新
た
な
る
知
の
普
及
に
空
前
の
成
功
を
収
め
た
。
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パ
リ
の
出
版
業
者
、
パ
ン
ク
ー
ク
（Panckoucke

          
）
は
、『
百
科
全
書
』
を
拡
張
し
た
後
継
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
『
系
統
的
百
科
全

書
（Encyclopédie

méthodiqu
                      e  
）』
を
企
画
し
た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
一
七
八
二
年
か
ら
刊
行
が
開
始
さ
れ
、
一
八
三
二
年
ま

で
二
一
〇
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
姉
妹
編
と
し
て（
あ
る
い
は
一
部
と
し
て
）刊
行
さ
れ
た
の
が『
系
統
的
百
科
図
鑑（Tableau

        

encyclopédique
etméthodiqu

                           e  
）』
で
あ
る
。
動
物
、
植
物
、
鉱
物
を
あ
つ
か
っ
た
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
一
七
八
八
年
か
ら
刊
行

が
開
始
さ
れ
、
九
二
年
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
執
筆
陣
に
は
、
ド
ー
バ
ン
ト
ン
や
ラ
マ
ル
ク
（Jean-Baptiste

              

Lam
arc

   
   k  
）
も
い
た
。
ボ
ナ
テ
ー
ル
は
、
鳥
類
、
爬
虫
類
、
両
生
類
、
魚
類
な
ど
の
分
類
と
記
述
を
担
当
し
た
。
彼
の
執
筆
し
た

分
量
は
、
フ
ォ
リ
オ
判
で
図
版
ペ
ー
ジ
も
含
め
る
と
二
〇
〇
〇
ペ
ー
ジ
を
超
え
、 
（　

）

そ
の
執
筆
の
過
程
で
二
五
種
の
新
種
の
魚
も
発

　　10

見
し
て
い
る
。『
百
科
全
書
』
研
究
の
第
一
人
者
、
ド
イ
グ
（Kathleen

Hardesty
Doig

                      
）
は
、
ボ
ナ
テ
ー
ル
を
『
百
科
全
書
』
以

上
に
新
た
な
知
見
を
導
入
し
た
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。 
（　

）
　　11

　
『
系
統
的
百
科
図
鑑
』
の
出
版
が
一
七
九
二
年
で
終
了
す
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
大
き
な
混
乱
の
時
期
に
入
り
つ
つ
あ
っ
た

こ
と
も
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
年
、
ボ
ナ
テ
ー
ル
（
彼
は
神
父
で
も
あ
っ
た
）
は
身
の
危
険
を
感
じ
て
、
故
郷
サ
ン
ジ
ュ
ニ
エ
ス

に
戻
っ
て
身
を
隠
し
た
。
九
四
年
熱
月
の
ク
ー
デ
タ
に
よ
っ
て
恐
怖
政
治
が
終
わ
り
を
告
げ
、
九
五
年
一
二
月
、
彼
は
サ
ン
ジ
ュ

ニ
エ
ス
の
教
育
委
員
会
の
委
員
と
な
っ
た
。
九
六
年
に
は
ロ
デ
ス
に
植
物
園
を
創
設
し
、
次
い
で
九
七
年
五
月
か
ら
ロ
デ
ス
の
中

央
学
校
の
教
授
を
務
め
た
。

　

ア
ヴ
ェ
ロ
ン
の
野
生
児
に
関
わ
る
の
は
、
こ
の
中
央
学
校
時
代
の
、
一
八
〇
〇
年
の
二
月
か
ら
八
月
ま
で
の
七
カ
月
間
で
あ
る
。

こ
の
四
年
後
、
ボ
ナ
テ
ー
ル
は
肝
臓
を
患
い
、
一
八
〇
四
年
九
月
二
一
日
に
故
郷
の
サ
ン
ジ
ュ
ニ
エ
ス
・
ド
ル
ト
に
て
亡
く
な
っ

た
。
五
二
歳
で
あ
っ
た
。
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３　

発
見
・
捕
獲
か
ら
パ
リ
へ
の
移
送
ま
で

　

ボ
ナ
テ
ー
ル
の
報
告
の
時
間
的
位
置
づ
け
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、
こ
の
野
生
児
の
発
見
、
捕
獲
・
保
護
か
ら
パ
リ
で
人

間
観
察
家
協
会
に
引
き
渡
さ
れ
る
ま
で
の
出
来
事
を
、
時
系
列
に
沿
っ
て
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

少
年
は
、
一
七
九
四
年
か
九
五
年
頃
に
タ
ル
ン
（Tarn

    
）
県
の
ラ
コ
ー
ヌ
（Lacaune

       
）
の
森
に
遺
棄
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
と

い
う
の
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
か
ら
、
こ
の
少
年
と
思
し
き
存
在
が
こ
の
近
辺
で
目
撃
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
最
初
の
捕
獲

は
九
七
年
三
月
、
こ
の
ラ
コ
ー
ヌ
の
森
で
あ
っ
た
。
し
か
し
少
年
は
そ
の
後
逃
走
し
、
二
年
ほ
ど
近
隣
の
村
や
森
を
放
浪
し
た
。

二
度
目
の
捕
獲
は
九
九
年
の
七
月
中
旬
で
あ
る
。
こ
の
時
に
は
、
あ
る
家
に
八
日
間
い
た
だ
け
で
、
ま
た
逃
げ
て
し
ま
う
。

　

再
度
姿
を
現
わ
し
た
の
は
、
一
八
〇
〇
年
一
月
九
日
、
隣
の
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
県
の
サ
ン
セ
ル
ナ
ン
（Saint-Sernin

            
）
村
の
ヴ
ィ
ダ

ル
（Vida

    l  
）
と
い
う
名
の
染
色
業
者
の
家
で
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
ダ
ル
が
少
年
を
保
護
し
て
い
る
と
い
う
知
ら
せ
を
聞
い
た
郡
長
（
政

府
委
員
）
の
コ
ン
ス
タ
ン
・
サ
ン
テ
ス
テ
ー
ヴ
（ConstansSaint-Estèv
                    e  
）
は
、
少
年
を
サ
ン
タ
フ
リ
ッ
ク
（Saint-Affrique

              
）

の
養
護
院
に
移
送
し
て
保
護
し
、
そ
の
こ
と
を
県
の
中
央
行
政
府
に
知
ら
せ
る
。 
（　

）　

数
週
間
後
に
は
、
野
生
児
発
見
の
ニ
ュ
ー
ス
は

　　12

フ
ラ
ン
ス
中
に
広
ま
っ
て
い
た
。

　

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
、
少
年
に
強
い
関
心
を
抱
い
た
ボ
ナ
テ
ー
ル
は
、
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
県
の
中
央
委
員
に
は
た
ら
き
か
け
、
こ

の
少
年
を
ロ
デ
ス
に
移
送
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
少
年
は
二
月
四
日
に
ロ
デ
ス
に
到
着
し
た
。
少
年
は
、
七
月
二
〇
日
ま
で

の
五
カ
月
半
の
間
、
中
央
学
校
で
ボ
ナ
テ
ー
ル
の
も
と
で
暮
ら
し
た
（
写
真
２
参
照
）。

　

こ
の
少
年
に
学
術
的
に
強
い
関
心
を
抱
い
た
の
は
、
当
然
な
が
ら
ボ
ナ
テ
ー
ル
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ピ
ネ
ル
、
ビ
ュ
フ
ォ
ン

や
シ
カ
ー
ル（Roch-Am

broise
Cucurron

Sicar

       
                     d  
）な
ど
錚
々
た
る
面
々
か
ら
な
る
パ
リ
の
人
間
観
察
家
協
会
も
そ
う
で
あ
っ
た
。

こ
の
協
会
は
、
す
で
に
一
月
の
時
点
で
少
年
を
パ
リ
ま
で
移
送
し
て
、
そ
の
保
護
と
教
育
を
協
会
に
任
せ
る
よ
う
、
内
務
大
臣
の
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リ
ュ
シ
ア
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
に
は
た
ら
き
か
け
て
い
た
。
一
月
二
九
日
に
は
、

協
会
の
ジ
ョ
フ
レ
（Louis-FrançoisJauffre

                      t  
）
か
ら
サ
ン
タ
フ
リ
ッ
ク
の
養

護
院
の
院
長
に
あ
て
て
、
ま
た
二
月
一
日
に
は
、
リ
ュ
シ
ア
ン
か
ら
直
接
ア

ヴ
ェ
ロ
ン
県
の
中
央
行
政
府
に
あ
て
て
、
も
し
ニ
ュ
ー
ス
で
言
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
本
当
な
ら
、
少
年
を
パ
リ
に
移
送
す
る
よ
う
依
頼
の
文
書
が
送
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
県
の
関
係
者
は
、
こ
の
依
頼
に
は
す
ぐ
応

え
る
こ
と
を
せ
ず
、
少
年
は
ロ
デ
ス
の
中
央
学
校
で
保
護
し
て
観
察
中
で
あ

り
、
少
年
の
状
態
が
落
ち
着
い
て
パ
リ
ま
で
の
長
旅
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
次
第
移
送
す
る
旨
の
返
事
を
返
し
た
。
人
間
観
察
家
協
会
は
、
数
カ
月

経
っ
て
も
少
年
が
移
送
さ
れ
て
こ
な
い
こ
と
に
痺
れ
を
切
ら
し
、
つ
い
に
六

月
二
三
日
付
で
、
リ
ュ
シ
ア
ン
か
ら
県
知
事
に
あ
て
て
少
年
の
移
送
の
強
い

調
子
の
要
請
の
文
書
が
送
ら
れ
た
。
こ
れ
以
上
少
年
の
移
送
を
遅
ら
す
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。

　

パ
リ
に
向
け
て
の
出
発
は
七
月
二
〇
日
で
あ
る
。
ボ
ナ
テ
ー
ル
は
少
年
を
連
れ
、
そ
れ
ま
で
少
年
の
世
話
に
あ
た
っ
て
い
た
中

央
学
校
の
庭
師
、
ク
レ
ー
ル
・
ソ
ー
ソ
ル
（ClairSaussol

             
）
を
従
え
て
、
馬
車
を
乗
り
継
ぎ
、
一
八
日
を
か
け
（
少
年
が
麻
疹
に

か
か
っ
た
た
め
、
リ
ヨ
ン
に
一
〇
日
間
逗
留
し
て
い
る
）、 
（　

） 

八
月
六
日
の
夜
一
〇
時
に
パ
リ
に
到
着
し
た
。

　　13

　

パ
リ
で
は
、
そ
の
到
着
を
市
民
た
ち
が
首
を
長
く
し
て
待
ち
構
え
て
い
た
。
こ
れ
は
、
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
の
野
生
児
の
発
見
以
来
半

年
に
わ
た
っ
て
、
新
聞
が
こ
の
少
年
の
こ
と
を
書
き
立
て
て
い
た
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
パ
リ
で
は
、
三
月
以
来
こ
の
少
年
を
題

材
に
し
た
喜
劇
が
か
か
っ
て
い
て
、
好
評
を
博
し
て
い
た
。 
（　

）　
 

そ
の
日
は
夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
街
は
、
そ
の
実
物
を
こ
の
目
で
見

　　14
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よ
う
と
集
ま
っ
た
野
次
馬
た
ち
の
熱
狂
と
興
奮
に
包
ま
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
少
年
は
パ
リ
の
知
識
人
た
ち
（
そ
の
代
表
と
も
言
え

る
の
が
人
間
観
察
家
協
会
で
あ
っ
た
）
に
と
っ
て
も
大
き
な
関
心
事
だ
っ
た
。
ル
ソ
ー
（Jean-JacquesRousseau

                     
）
や
コ
ン
デ
ィ

ヤ
ッ
ク（Etienne

Bonnotde
Condilla

                          c  
）な
ど
が
問
題
に
し
た「
自
然
人（l’hom

m
e
naturel

     
 
         
）」や「
野
生
人（l’hom

m
e
sauvage

     
 
         
）」

の
一
例
を
観
察
す
る
機
会
に
も
な
っ
た
か
ら
で
あ
る （　
） 。

　　15

　

一
行
は
、
八
月
三
〇
日
に
は
内
務
大
臣
の
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
に
謁
見
し
た
。
リ
ュ
シ
ア
ン
は
、
三
〇
分
に
わ
た
っ
て

少
年
を
観
察
し
た
。
九
月
二
日
、
少
年
は
、
人
間
観
察
家
協
会
の
メ
ン
バ
ー
で
、
国
立
聾
唖
学
校
の
校
長
で
も
あ
っ
た
シ
カ
ー
ル

に
正
式
に
引
き
渡
さ
れ
た
。

４　

ボ
ナ
テ
ー
ル
の
報
告

　

ボ
ナ
テ
ー
ル
の
報
告
『
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
の
野
生
児
等
に
関
す
る
歴
史
的
概
略
』
は
、
一
八
〇
〇
年
九
月
、
全
五
〇
ペ
ー
ジ
の
冊
子

と
し
て
パ
リ
で
出
版
さ
れ
た
（
写
真
３
参
照
）。
報
告
の
主
要
部
分
は
ロ
デ
ス
で
書
か
れ
、
リ
ヨ
ン
逗
留
中
に
最
終
的
な
形
に
ま
と

め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
報
告
の
途
中
に
は
現
時
点
が
七
月
三
一
日
と
い
う
註
が
あ
り
、
こ
れ
は
少
年
を
パ
リ
へ
の
移
送
途
中

リ
ヨ
ン
に
逗
留
中
の
時
期
に
相
当
す
る
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
）。
こ
の
冊
子
の
出
版
元
は
、『
系
統
的
百
科
図
鑑
』
を
出
し

て
い
た
パ
ン
ク
ー
ク
で
あ
っ
た
。
ボ
ナ
テ
ー
ル
は
、
一
〇
月
七
日
ま
で
パ
リ
に
滞
在
し
て
い
た
の
で
、
刷
り
上
が
っ
た
ば
か
り
の

こ
の
冊
子
を
パ
リ
で
受
け
取
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
五
〇
ペ
ー
ジ
中
、
前
半
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
野
生
児
の
一
一
の
事
例
（
た
と
え
ば
一
六
六
一
年
に
リ
ト
ア
ニ

ア
の
森
で
ク
マ
と
一
緒
に
い
る
と
こ
ろ
を
発
見
さ
れ
た
少
年
や
、
一
七
三
一
年
に
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の
シ
ャ
ロ
ン
で
発
見
さ
れ
た

少
女
な
ど
）
に
つ
い
て
の
報
告
に
言
及
し
、
後
半
で
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
の
野
生
児
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
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ボ
ナ
テ
ー
ル
の
報
告
は
、
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
の
野
生
児
の

発
見
、
初
期
の
保
護
・
養
育
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
点

で
本
来
な
ら
重
要
と
考
え
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
が
、

こ
の
野
生
児
に
最
初
の
医
学
的
診
断
を
下
し
た
ピ
ネ
ル

は
、
こ
の
報
告
を
「
と
り
あ
げ
る
に
値
し
な
い
も
の
」

と
黙
殺
し
た
（
イ
タ
ー
ル
も
ほ
ぼ
そ
れ
に
倣
い
、
重
要

視
は
し
て
い
な
い
）。
ピ
ネ
ル
は
、
人
間
観
察
家
協
会

へ
の
報
告
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 
（　

） 
　　16

「
こ
こ
で
は
、
ボ
ナ
テ
ー
ル
の
報
告
に
つ
い
て
論
議
は

し
な
い
こ
と
に
す
る
。
こ
の
博
物
学
者
が
と
っ
た
比
較

の
対
象
が
、
十
分
に
詳
細
な
細
部
と
、
不
確
か
さ
を
払
拭
で
き
る
だ
け
の
正
確
さ
を
も
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
、
事
典
や
新
聞
、
文
学
作
品
の
な
か
か
ら
集
め
ら
れ
た
曖
昧
な
概
略
で
し
か
な
い
」。

　

精
神
医
学
の
権
威
と
し
て
、
ピ
ネ
ル
が
こ
の
よ
う
な
評
価
を
下
す
の
も
、
わ
か
ら
な
い
で
も
な
い
。
と
い
う
の
は
、
ボ
ナ
テ
ー

ル
の
報
告
は
、
題
目
に
「
歴
史
的
概
略
（Notice

historiqu

                e  
）」
と
謳
っ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
の
歴
史
的
（
あ
る
意
味
で
は

逸
話
的
）
な
野
生
児
の
事
例
に
触
れ
た
あ
と
で
、
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
の
野
生
児
と
の
比
較
を
行
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
提
示
の
し
か
た
は
、
ピ
ネ
ル
に
は
、
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
の
野
生
児
の
記
述
も
、
ほ
か
と
同
じ
く
実
証
的
な
証
拠
に
欠
け
る
よ
う
に

映
っ
た
。
し
か
し
、
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
の
野
生
児
の
部
分
に
限
っ
て
言
え
ば
、
ボ
ナ
テ
ー
ル
自
身
が
実
際
に
観
察
し
た
出
来
事
の
記
述

で
あ
り
、
ほ
か
の
事
例
の
紹
介
と
は
区
別
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。 
（　

）
　　17

　

以
下
に
訳
出
す
る
の
は
、
そ
の
報
告
の
二
一
～
四
八
ペ
ー
ジ
の
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
の
野
生
児
に
つ
い
て
の
部
分
で
あ
る
。 
（　

） 

こ
の
部
分

　　18
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を
読
む
か
ぎ
り
で
は
、
ロ
デ
ス
で
の
生
活
は
少
年
に
と
っ
て
比
較
的
平
穏
だ
っ
た
よ
う
だ
。
周
囲
の
者
は
少
年
に
馴
れ
、
少
年
も

ま
わ
り
の
人
間
的
環
境
に
適
応
し
か
け
て
い
た
。

　

し
か
し
、
パ
リ
へ
の
移
送
後
は
、
少
年
は
、
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
人
間
た
ち
の
な
か
に
お
か
れ
た
。
彼
を
収
容
し
た
聾
唖
学
校

に
は
、
最
初
は
彼
を
見
よ
う
と
見
物
人
た
ち
が
引
き
も
切
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、
見
物
人
の
ほ
と
ん
ど
は
、
実
際
の
ア
ヴ
ェ
ロ
ン

の
野
生
児
が
彼
ら
の
想
像
し
た
も
の
と
ま
っ
た
く
異
な
る
こ
と
に
失
望
し
た
。
聾
唖
学
校
の
校
長
の
シ
カ
ー
ル
も
そ
う
で
あ
っ

た
。 
（　

） 
 

シ
カ
ー
ル
は
少
年
を
放
置
し
、
少
年
に
対
す
る
虐
待
も
起
こ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
期
間
が
三
カ
月
か
ら
四
カ
月
続
い
た
。
お

　　19そ
ら
く
、
少
年
は
ま
わ
り
の
人
間
と
の
最
小
限
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
ら
も
と
ろ
う
と
は
し
な
く
な
っ
て
い
た
。
イ
タ
ー
ル

が
少
年
の
教
育
を
担
当
す
る
の
は
、
こ
の
あ
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ア
ヴ
ェ
ロ
ン
の
野
生
児

　

太
陽
と
雨
が
与
え
る
も
の
、
大
地
自
体
が
も
た
ら
す
も
の
、
彼
の
飢
え
を
鎮
め
る
に
は
そ
れ
で
十
分
な
り
し
。（
ル
ク
レ
チ
ウ
ス
）

　

三
年
半
前
［
原
註　

現
在
は
共
和
暦
八
年
熱
月
一
三
日
（
一
八
〇
〇
年
七
月
三
一
日
）］、
タ
ル
ン
県
の
、
ラ
コ
ー
ヌ
の
森
の
ラ
バ
シ
ー
ヌ

と
い
う
場
所
で
、
真
っ
裸
の
子
ど
も
が
目
撃
さ
れ
た
。
人
が
近
づ
い
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
気
づ
い
て
逃
げ
た
。
こ
の
思
い
が
け
な
い
遭
遇
が

人
々
の
関
心
と
好
奇
心
を
掻
き
立
て
た
。
翌
日
以
降
、
人
々
は
、
同
じ
時
刻
に
森
の
な
か
の
開
け
た
場
所
で
待
ち
伏
せ
を
し
た
。
隠
れ
て

じ
っ
と
待
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
子
が
木
の
実
や
根
を
食
べ
る
た
め
に
採
り
に
来
た
と
こ
ろ
が
目
撃
さ
れ
た
。

　

こ
の
知
ら
せ
は
こ
の
地
域
一
体
に
広
ま
り
、
何
人
か
が
こ
の
驚
く
べ
き
存
在
を
探
し
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
彼
ら
は
こ
の
子
に
遭
遇
し
た

が
、
動
き
が
す
ば
し
っ
こ
く
、
難
儀
し
な
が
ら
や
っ
と
の
こ
と
で
彼
を
つ
か
ま
え
た
。
し
か
し
間
も
な
く
逃
げ
て
、
森
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
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最
初
の
逃
走
か
ら
一
五
カ
月
経
っ
た
共
和
暦
七
年
の
収
穫
月
の
終
わ
り
［
一
七
九
九
年
七
月
中
旬
］
に
、
ラ
コ
ー
ヌ
の
三
人
の
猟
師
が
同

じ
森
の
な
か
で
彼
を
見
つ
け
た
。
彼
ら
を
見
る
や
、
彼
は
逃
げ
よ
う
と
し
て
、
木
に
登
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
で
は
、
猟
師
の
追
跡
の
手
を
逃

れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
木
か
ら
落
ち
た
彼
を
猟
師
が
受
け
と
め
、
ラ
コ
ー
ヌ
に
連
れ
て
来
ら
れ
た
。
こ
の
時
か
ら
、
彼
は
人
間
社
会

に
入
り
、
そ
の
生
活
の
最
初
の
変
化
が
始
ま
っ
た
。

　

猟
師
に
つ
か
ま
っ
た
時
、
彼
は
真
っ
裸
の
状
態
だ
っ
た
。
そ
こ
で
衣
服
が
着
せ
ら
れ
た
。
彼
は
そ
れ
ま
で
、
な
ま
の
ド
ン
グ
リ
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
、
ク
リ
を
食
べ
て
生
き
て
い
た
。
ラ
イ
麦
パ
ン
が
与
え
ら
れ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ほ
か
の
食
べ
物
を
火
で
調
理
す
る
こ
と
が
教
え
込
ま
れ

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
彼
に
は
こ
の
新
た
な
種
類
の
生
活
よ
り
も
自
由
の
ほ
う
が
よ
か
っ
た
よ
う
だ
。
ラ
コ
ー
ヌ
で
は
あ
る
寡
婦
の
家
に
八
日

と
ど
ま
っ
た
だ
け
で
、
ま
た
逃
げ
出
し
た
。
し
か
し
、
森
へ
逃
げ
る
の
で
は
な
く
、
半
径
四
〇
キ
ロ
の
範
囲
内
で
、
山
を
放
浪
し
、
こ
の
地

方
の
い
く
つ
も
の
集
落
を
歩
き
回
っ
た
。
だ
が
、
夜
間
に
集
落
に
現
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
昼
間
に
よ
く
姿
を
見
せ
た
村
や
集
落
に
し

て
も
、
三
〇
分
以
上
い
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
冬
の
厳
し
い
寒
さ
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、
六
カ
月
以
上
も
の
間
放
浪

し
て
過
ご
し
て
い
た
。

　

数
日
来
天
候
が
和
ら
い
だ
雪
月
一
九
日
［
一
月
九
日
］、
朝
の
七
時
に
、
サ
ン
セ
ル
ナ
ン
の
、
市
街
の
外
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
住
ん

で
い
た
染
色
業
者
の
ヴ
ィ
ダ
ル
氏
の
と
こ
ろ
に
こ
の
子
が
現
わ
れ
た
。
彼
は
、
頭
も
腕
も
足
の
む
き
出
し
で
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
た
シ
ャ
ツ

し
か
身
に
つ
け
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
六
カ
月
前
に
ラ
コ
ー
ヌ
で
着
せ
ら
れ
た
シ
ャ
ツ
だ
っ
た
。

　

コ
ン
ス
タ
ン
・
サ
ン
テ
ス
テ
ー
ヴ
氏
に
よ
る
と
、

　
「
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
た
ち
ま
ち
村
中
に
知
れ
渡
り
、
こ
の
野
生
児
を
見
よ
う
と
黒
山
の
人
だ
か
り
が
で
き
た
。
私
も
す
ぐ
に
駆
け

つ
け
、
噂
に
ど
の
程
度
信
憑
性
が
あ
る
の
か
を
確
か
め
よ
う
と
し
た
。
子
ど
も
は
暖
か
な
火
の
そ
ば
に
楽
し
そ
う
に
座
っ
て
い
た
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が
、
お
そ
ら
く
ま
わ
り
に
た
く
さ
ん
の
人
が
い
る
せ
い
で
、
時
折
不
安
な
様
子
を
見
せ
た
。
私
は
無
言
で
し
ば
ら
く
少
年
を
観
察
し

た
あ
と
、
話
し
か
け
て
み
て
、
す
ぐ
に
少
年
が
唖
者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
私
は
、
声
を
大
き
く
し
た
り
低
く
し
た

り
し
て
、
少
年
に
い
ろ
い
ろ
質
問
を
し
て
み
た
が
、
彼
が
な
ん
の
反
応
も
示
さ
な
い
の
で
、
聾
者
に
違
い
な
い
と
思
っ
た
。

　

私
は
、
少
年
を
私
の
家
に
連
れ
て
ゆ
く
た
め
に
や
さ
し
く
手
を
引
い
た
が
、
彼
は
激
し
く
抵
抗
し
た
。
け
れ
ど
も
、
繰
り
返
し
な

で
て
や
り
、
と
く
に
二
度
親
し
み
を
こ
め
て
微
笑
み
な
が
ら
抱
き
し
め
て
や
る
と
、
す
ぐ
に
抵
抗
を
止
め
、
そ
れ
か
ら
は
私
を
信
頼

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

　

家
に
着
い
た
時
、
彼
が
腹
を
す
か
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
の
で
、
食
べ
物
を
彼
に
与
え
る
こ
と
に
し
た
。
家
ま
で
の
道
す
が
ら
、

ほ
か
の
人
が
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
そ
の
子
が
根
や
ほ
か
の
野
菜
を
な
ま
で
食
べ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
を
確
認
す
る
た
め

と
、
彼
の
食
べ
物
の
好
み
を
知
る
た
め
に
、
私
は
、
陶
器
の
大
き
な
皿
の
上
に
、
生
肉
と
煮
た
肉
、
ラ
イ
麦
パ
ン
と
小
麦
パ
ン
、
リ

ン
ゴ
、
ナ
シ
、
ブ
ド
ウ
、
木
の
実
、
ク
ル
ミ
、
ク
リ
の
実
、
ド
ン
グ
リ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
白
ニ
ン
ジ
ン
、
そ
れ
に
ミ
カ
ン
を
並
べ
て
、

彼
に
差
し
出
し
た
。
少
年
は
、
自
信
を
も
っ
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
つ
か
み
、
火
の
真
ん
中
に
放
り
込
ん
で
焼
い
た
。
ほ
か
の
食
べ
物
は
、

ひ
と
つ
ず
つ
つ
か
ん
で
、
匂
い
を
嗅
い
だ
が
食
べ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
、
使
用
人
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
た
く
さ
ん
も
っ
て
こ
さ
せ

た
。
彼
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
山
を
見
て
喜
び
、
両
手
で
つ
か
む
と
火
に
放
り
込
ん
だ
。
少
し
し
て
、
燃
え
て
い
る
石
炭
の
な
か
か
ら

右
手
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
つ
か
み
だ
し
、
火
傷
す
る
ほ
ど
熱
い
ま
ま
食
べ
た
。
少
し
冷
ま
し
て
か
ら
食
べ
さ
せ
よ
う
と
し
て
も
、
言
う

こ
と
を
き
か
な
か
っ
た
。
焼
け
る
よ
う
な
熱
さ
を
感
じ
て
、
発
音
の
不
明
瞭
な
鋭
い
声
を
あ
げ
て
痛
み
を
表
現
し
た
が
、
不
服
を

言
っ
て
い
る
ふ
う
で
は
な
か
っ
た
。
喉
が
渇
く
と
、
視
線
を
右
往
左
往
さ
せ
、
水
差
し
を
見
つ
け
る
と
、
な
に
も
言
わ
ず
に
私
の
手

を
と
り
、
水
差
し
の
と
こ
ろ
に
連
れ
て
ゆ
き
、
水
が
飲
み
た
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
左
手
で
水
差
し
を
叩
い
た
。
ブ
ド
ウ

酒
を
出
し
て
み
た
が
、
一
顧
だ
に
せ
ず
、
す
ぐ
に
水
を
飲
ま
せ
て
く
れ
な
い
こ
と
に
苛
立
ち
を
示
し
た
。

　

質
素
な
食
事
が
済
む
と
、
少
年
は
立
ち
上
が
っ
て
、
逃
げ
出
そ
う
と
入
口
に
向
か
っ
て
走
り
出
し
た
。
私
が
い
く
ら
叫
ん
で
も
止
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ま
ら
な
か
っ
た
の
で
、
つ
か
ま
え
る
の
に
苦
労
し
た
。
連
れ
戻
さ
れ
て
も
、
嫌
だ
と
い
う
し
ぐ
さ
も
、
嬉
し
い
と
い
う
し
ぐ
さ
も
示

さ
な
か
っ
た
。
私
は
す
で
に
、
こ
の
不
幸
な
存
在
に
強
い
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
パ
ン
や
肉
を
嫌
う
こ
と
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
が
好
物
で
あ
る
こ
と
、
差
し
出
さ
れ
た
ド
ン
グ
リ
を
見
た
時
に
―
―
そ
し
て
そ
れ
を
ず
っ
と
手
に
持
っ
て
い
る
時
に
―
―
彼
が

示
す
一
種
の
喜
び
の
感
情
、
な
に
も
な
く
て
も
通
常
は
満
足
気
だ
っ
た
が
、
時
折
、
野
外
に
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
不
満
気

な
様
子
を
示
す
こ
と
な
ど
か
ら
、
私
は
、
こ
の
子
が
か
な
り
幼
い
頃
か
ら
森
の
な
か
で
、
社
会
的
欲
求
や
社
会
的
習
慣
と
は
無
関
係

の
状
態
で
暮
ら
し
て
き
た
と
判
断
し
た
。」

　

雪
月
二
〇
日
［
一
月
一
〇
日
］、
こ
の
少
年
は
サ
ン
セ
ル
ナ
ン
か
ら
サ
ン
タ
フ
リ
ッ
ク
の
養
護
院
へ
と
移
さ
れ
た
。
ギ
ロ
ー
氏
の
書
い
て
い

る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
サ
ン
タ
フ
リ
ッ
ク
に
到
着
し
た
時
に
は
、
彼
は
「
唖
者
同
然
」
で
、
声
を
ま
っ
た
く
発
し
な
か
っ
た
。
一
五
日
後
、

舌
は
少
し
ほ
ぐ
れ
て
き
た
よ
う
で
、
叫
び
声
を
あ
げ
た
。

　

高
地
で
の
野
外
の
冬
の
厳
し
い
寒
さ
に
慣
れ
て
い
た
せ
い
か
、
こ
の
子
は
、
ど
ん
な
種
類
の
衣
服
も
着
る
の
を
嫌
が
っ
た
。
衣
服
を
着
せ

る
と
た
ち
ま
ち
に
そ
れ
を
脱
ぎ
、
脱
げ
な
い
時
に
は
そ
れ
を
引
き
裂
い
た
。
頭
を
覆
う
た
め
に
は
、
は
ぎ
と
れ
な
い
よ
う
に
顎
の
下
の
と
こ

ろ
で
紐
を
結
ぶ
小
児
用
の
帽
子
を
被
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

養
護
院
に
到
着
し
た
時
に
は
、
彼
は
ベ
ッ
ド
で
寝
る
の
を
と
て
も
嫌
が
っ
た
。
し
か
し
徐
々
に
そ
れ
に
も
慣
れ
、
そ
の
後
シ
ー
ツ
を
取
り

替
え
る
時
に
は
、
大
き
な
喜
び
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

最
初
の
頃
は
、
な
ま
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ク
ル
ミ
、
な
ま
の
ク
リ
だ
け
し
か
食
べ
な
か
っ
た
が
、
最
後
の
頃
に
は
、
黒
パ
ン
を
浸
し
た
ス
ー

プ
も
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
サ
ル
が
そ
う
す
る
よ
う
に
、
そ
の
に
お
い
を
嗅
い
で
か
ら
で
な
い
と
食

べ
な
か
っ
た
。

　

サ
ン
タ
フ
リ
ッ
ク
で
の
滞
在
の
間
、
彼
の
生
活
は
、
森
の
な
か
で
生
活
し
て
い
た
頃
に
比
べ
る
と
、
心
地
よ
く
、
辛
く
は
な
い
は
ず
だ
っ
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た
。
し
か
し
、
彼
は
人
間
社
会
か
ら
逃
げ
よ
う
と
し
、
人
里
離
れ
た
と
こ
ろ
に
戻
ろ
う
と
し
た
。
二
度
ほ
ど
逃
走
し
た
が
、
彼
を
つ
か
ま
え

る
の
は
至
難
の
わ
ざ
だ
っ
た
。
そ
れ
を
目
撃
し
た
養
護
院
の
院
長
、
ヌ
ー
ゲ
ロ
ル
氏
が
私
に
語
っ
て
く
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
野
原
を
追
い
か

け
ら
れ
つ
か
ま
っ
た
時
に
は
、
手
を
地
面
に
つ
き
、
四
足
で
歩
い
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
の
子
が
養
護
院
に
来
て
数
日
経
っ
た
頃
に
は
、
彼
の
噂
は
フ
ラ
ン
ス
中
に
広
ま
っ
て
い
た
。
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
噂
に
は
、

驚
く
よ
う
な
尾
ひ
れ
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
あ
る
者
は
、
彼
が
ク
マ
の
よ
う
に
毛
に
被
わ
れ
て
い
る
と
言
い
、
別
の
者
は
、
ア
ヒ
ル
の
よ
う

に
泳
ぎ
水
中
に
潜
る
と
言
い
、
ま
た
別
の
者
た
ち
は
、
リ
ス
の
よ
う
に
木
か
ら
木
へ
と
飛
び
移
る
と
言
っ
た
。

　

い
く
つ
も
の
新
聞
が
彼
の
こ
と
を
伝
え
、
パ
リ
中
は
「
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
の
野
生
児
」
の
話
題
で
持
ち
切
り
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ア
ヴ
ェ
ロ

ン
県
の
中
央
行
政
府
は
、
彼
に
つ
い
て
の
正
式
な
報
告
を
受
け
取
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

私
は
、
こ
れ
ら
の
噂
に
ど
れ
だ
け
の
真
実
が
あ
る
の
か
を
知
り
た
く
て
矢
も
盾
も
た
ま
ら
な
く
な
っ
て
、
雨
月
三
日
［
一
月
二
四
日
］
に
、

中
央
委
員
の
執
務
室
を
訪
ね
た
。
天
候
は
最
悪
だ
っ
た
が
、
そ
の
子
―
―
そ
の
子
の
風
聞
は
す
で
に
フ
ラ
ン
ス
中
を
飛
び
交
っ
て
い
た
―
―

に
会
っ
て
調
べ
て
み
る
た
め
に
、
サ
ン
タ
フ
リ
ッ
ク
に
た
だ
ち
に
赴
き
た
い
と
願
い
出
た
。
中
央
委
員
の
ラ
ン
ド
ン
氏
［
原
註　

現
在
ミ

ヨ
ー
県
の
副
知
事
］
は
、
み
な
も
そ
れ
を
知
り
た
が
っ
て
い
た
の
で
熱
意
を
も
っ
て
、
サ
ン
セ
ル
ナ
ン
の
委
員
に
あ
て
て
、
そ
の
子
に
つ
い

て
確
実
な
情
報
を
送
っ
て
寄
こ
す
よ
う
に
、
そ
し
て
そ
の
子
が
ま
だ
彼
の
と
こ
ろ
に
い
る
の
な
ら
、
ロ
デ
ス
に
移
送
す
る
よ
う
、
手
紙
を
書

い
て
く
れ
た
。

　

雨
月
一
五
日
［
二
月
四
日
］
の
午
後
三
時
、
彼
は
、
お
び
た
だ
し
い
群
衆
に
取
り
囲
ま
れ
な
が
ら
、
ロ
デ
ス
に
到
着
し
た
。
彼
は
、
こ
れ

ら
の
群
衆
を
ひ
じ
ょ
う
に
不
快
に
感
じ
た
よ
う
で
、
自
分
に
近
づ
き
す
ぎ
た
者
に
は
み
な
歯
で
噛
み
つ
い
た
。
県
の
中
央
行
政
府
は
す
ぐ

に
、
私
に
こ
の
子
を
担
当
す
る
よ
う
、
そ
し
て
彼
に
つ
い
て
そ
の
後
の
決
定
が
下
さ
れ
る
ま
で
、
彼
に
必
要
な
こ
と
を
す
べ
て
し
て
や
る
よ

う
に
依
頼
し
た
い
と
い
う
手
紙
を
寄
こ
し
た
。

　

そ
の
後
す
ぐ
に
、
内
務
大
臣
か
ら
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
県
の
中
央
行
政
府
に
、
こ
の
子
を
パ
リ
に
連
れ
て
来
る
よ
う
命
令
が
下
さ
れ
た
。
し
か
し
、
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さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
、
こ
の
移
送
は
延
期
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
照
会
し
た
情
報
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
な
ん
の
知
ら
せ
も
な
か
っ
た
。

私
た
ち
は
ま
だ
こ
の
子
の
知
的
能
力
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
し
、
彼
が
ど
の
よ
う
な
素
性
の
子
か
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
私
た
ち
は
、
だ

れ
か
が
そ
の
少
年
が
自
分
の
子
だ
と
名
乗
り
出
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
も
し
そ
の
時
に
彼
に
会
え
な
け
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
し
て

彼
の
身
元
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
？

　

実
際
、
こ
の
時
以
来
、
そ
の
子
と
同
じ
年
齢
ぐ
ら
い
の
行
方
不
明
の
子
を
も
つ
、
悲
嘆
に
暮
れ
る
二
人
の
父
親
が
続
け
て
確
認
の
た
め
に

や
っ
て
き
た
（
ひ
と
り
は
一
七
九
三
年
の
ロ
ゼ
ー
ル
の
反
乱
の
際
に
、
も
う
ひ
と
り
は
ト
ゥ
ー
ロ
ン
の
要
塞
が
攻
撃
中
に
行
方
不
明
に
な
っ

た
子
ど
も
の
親
で
あ
っ
た
）。
彼
を
調
べ
て
み
て
、
両
者
と
も
、
そ
の
少
年
は
自
分
の
子
で
は
な
い
と
言
っ
た
。［
原
註　

こ
れ
ら
不
幸
な
父

親
の
ひ
と
り
は
ロ
ゼ
ー
ル
県
マ
ル
ヴ
ジ
ョ
ル
在
住
、
も
う
ひ
と
り
は
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
在
住
で
あ
る
。］

身
元
に
つ
い
て
の
推
測

　

信
頼
で
き
る
筋
の
人
た
ち
か
ら
私
の
と
こ
ろ
に
送
ら
れ
て
き
た
最
近
の
報
告
書
と
某
郡
に
広
ま
っ
て
い
る
噂
に
よ
る
と
、
こ
の
少
年
は
、

Ｍ
在
住
の
Ｄ
・
Ｍ
と
い
う
人
の
子
ど
も
で
あ
る
。
こ
の
子
は
嫡
出
子
で
あ
っ
た
が
、
冷
酷
非
情
な
両
親
は
、
彼
に
こ
と
ば
の
能
力
が
身
に
つ

か
な
か
っ
た
た
め
六
歳
頃
に
彼
を
遺
棄
し
た
の
だ
と
い
う
。
報
告
に
は
、
乾
い
た
木
の
葉
を
集
め
て
寝
床
に
し
て
夜
を
す
ご
す
場
所
の
記
載

が
あ
っ
た
し
、
彼
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
カ
ブ
を
探
し
に
行
く
畑
や
庭
や
、
彼
が
食
べ
る
ド
ン
グ
リ
を
提
供
す
る
コ
ナ
ラ
の
木
に
つ
い
て
も
記
さ

れ
て
い
た
。

　

以
上
が
、
こ
の
不
幸
な
子
の
身
元
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
集
ま
っ
た
情
報
の
概
要
で
あ
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
私
た
ち
は
、
そ
の
出
生
地
や
、

森
に
連
れ
て
来
ら
れ
た
理
由
に
つ
い
て
こ
れ
と
い
っ
た
推
測
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
サ
ン
セ
ル
ナ
ン
や
サ
ン
タ
フ
リ
ッ
ク
の
委

員
か
ら
の
報
告
や
信
頼
で
き
る
人
々
の
証
言
が
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
に
彼
の
好
み
、
習
性
や
生
活
習
慣
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、

彼
は
か
な
り
の
期
間
、
森
の
な
か
で
動
物
の
よ
う
に
自
然
状
態
で
生
活
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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外
見

　

こ
の
子
は
、
見
か
け
は
ほ
か
の
子
ど
も
と
と
く
に
違
う
と
こ
ろ
は
な
い
。
身
長
は
一
三
六
セ
ン
チ
で
、
一
二
歳
か
一
三
歳
ぐ
ら
い
に
見
え

る
。
肌
は
白
く
き
め
細
か
で
、
顔
は
丸
い
。
目
の
色
は
黒
く
、
奥
目
で
、
ま
つ
げ
が
長
い
。
髪
は
栗
毛
で
、
鼻
は
長
く
、
少
し
尖
っ
て
い
る
。

口
は
平
均
的
な
形
で
、
丸
い
顎
を
し
て
い
る
。
端
正
な
顔
立
ち
を
し
て
お
り
、
笑
顔
に
は
愛
嬌
が
あ
る
。

　

舌
は
よ
く
動
き
、
奇
形
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

下
顎
の
歯
は
、
歯
茎
が
む
き
出
し
で
、
根
元
が
黄
ば
ん
で
い
る
。

　

身
体
全
体
が
傷
跡
だ
ら
け
で
あ
る
。
こ
の
大
部
分
は
火
傷
で
で
き
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　

傷
は
、
右
の
眉
に
ひ
と
つ
、
右
の
頬
の
中
央
に
ひ
と
つ
あ
る
。
あ
ご
に
も
、
左
の
頬
に
も
ひ
と
つ
ず
つ
あ
る
。

　

頭
を
反
ら
す
と
、
気
管
の
上
端
あ
た
り
、
ち
ょ
う
ど
声
門
の
と
こ
ろ
に
四
一
ミ
リ
の
長
さ
の
古
傷
が
見
ら
れ
る
。
な
に
か
鋭
利
な
刃
物
で

切
ら
れ
て
で
き
た
傷
の
よ
う
だ
。
こ
の
子
を
森
に
連
れ
て
行
っ
た
あ
と
、
野
蛮
な
人
間
の
手
が
、
こ
の
子
の
失
踪
を
よ
り
確
実
で
完
全
な
も

の
に
す
る
た
め
に
、
殺
人
用
の
刃
物
を
彼
に
向
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

彼
の
左
腕
全
体
、
す
な
わ
ち
肩
甲
骨
と
上
腕
骨
が
合
わ
さ
る
あ
た
り
か
ら
前
腕
の
中
央
に
か
け
て
、
六
つ
の
大
き
な
傷
跡
が
見
ら
れ
る
。

　

右
側
の
肩
甲
骨
に
近
い
肩
の
部
分
に
は
小
さ
い
傷
痕
が
数
カ
所
あ
り
、
ま
た
同
じ
側
の
鼠
径
部
に
も
大
き
い
傷
痕
が
ひ
と
つ
あ
る
。
さ
ら

に
恥
丘
の
上
に
二
、
三
カ
所
、
両
脚
や
左
の
尻
に
も
数
カ
所
あ
り
、
そ
の
う
ち
ひ
と
つ
は
円
形
を
し
て
い
て
深
い
傷
痕
で
あ
る
。

　

た
と
え
こ
れ
ら
の
多
数
の
傷
痕
が
、
彼
の
受
け
た
ひ
ど
い
扱
い
や
彼
を
殺
そ
う
と
し
た
企
て
を
示
す
明
確
な
証
拠
で
は
な
い
に
し
て
も
、

少
な
く
と
も
、
こ
れ
ら
は
、
彼
が
森
の
な
か
で
生
活
し
て
い
る
間
、
衣
服
を
ま
っ
た
く
身
に
つ
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
彼
の

身
体
が
動
物
の
攻
撃
や
植
物
の
鋭
い
棘
や
岩
の
尖
端
や
深
い
藪
に
対
し
て
ま
っ
た
く
無
防
備
で
あ
り
、
傷
つ
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　

傷
痕
は
ひ
ど
い
も
の
だ
っ
た
が
、
基
本
的
に
外
的
な
奇
形
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
右
膝
が
内
転
し
、
脚
は
外
転
し
て
い
る
た
め
、
歩
行
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は
安
定
せ
ず
ふ
ら
つ
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
彼
が
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
湿
気
と
酷
寒
に
よ
る
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
の
せ
い
だ
ろ
う
。

　

座
っ
て
い
る
時
に
は
、
ま
た
食
事
の
時
も
、
彼
は
喉
か
ら
声
―
―
く
ぐ
も
っ
た
呟
き
―
―
を
発
し
た
。
座
っ
て
い
る
時
に
は
、
身
体
を

左
右
前
後
に
揺
す
っ
た
。
こ
の
時
に
は
頭
を
上
げ
、
口
を
閉
じ
、
あ
ご
を
出
し
、
宙
を
見
つ
め
て
い
た
。
こ
の
姿
勢
で
、
彼
は
時
々
痙
攣
発

作
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
神
経
系
に
異
常
が
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
た
。

感
覚

　

一
方
、
彼
の
諸
器
官
は
良
好
な
状
態
に
あ
り
、
感
覚
も
全
般
的
に
問
題
が
な
い
。
自
分
に
向
け
ら
れ
た
叫
び
や
質
問
に
対
し
て
目
を
向
け

も
振
り
向
き
も
し
な
い
た
め
、
彼
が
聾
だ
と
思
っ
た
人
た
ち
も
い
た
。
し
か
し
、
彼
の
耳
は
、
見
か
け
は
正
常
で
あ
る
も
の
の
、
発
話
に
障

害
が
あ
る
た
め
に
、
ほ
と
ん
ど
役
に
立
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
人
間
の
場
合
、
発
話
は
聴
覚
に
依
存
し
、
耳
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
器
官
で
あ
る
と
同
時
に
、
聴
覚
を
活
性
化
す
る
が
、
こ
の
少
年
の
場
合
、
聴
覚
は
ほ
ぼ
完
全
に
受
動
的
で
あ
り
、
こ
と
ば
と
は
ま
っ
た

く
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

　

一
般
に
、
あ
る
感
覚
が
優
位
で
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
間
は
、
ほ
か
の
感
覚
の
優
位
を
獲
得
す
る
。
同
様
に
、
目
の
見
え
な
い
人
が
見

え
る
人
よ
り
も
聴
覚
や
触
覚
に
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
然
が
そ
の
人
間
の
利
益
に
な
る
よ

う
に
感
覚
の
鋭
敏
さ
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
そ
の
利
益
の
ゆ
え
に
そ
れ
ら
の
感
覚
を
頻
繁
に
使
う
こ
と

で
よ
り
完
全
な
も
の
に
な
っ
た
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
が
真
実
で
あ
る
こ
と
は
、
い
ま
述
べ
て
い
る
事
例
で
も
確
認
さ
れ
る
。
こ

の
少
年
は
、
そ
の
よ
う
な
生
活
の
ゆ
え
に
動
物
に
近
く
、
人
間
と
の
共
通
性
が
少
な
い
た
め
に
、
食
欲
に
関
係
す
る
嗅
覚
と
味
覚
が
、
そ
の

使
用
を
通
し
て
よ
く
発
達
し
、
完
璧
さ
を
備
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
自
分
に
合
う
か
合
わ
な
い
か
を
知
る
た
め
に
、
彼
は
つ
ね
に

嗅
覚
を
用
い
る
。
出
さ
れ
た
も
の
を
食
べ
る
か
拒
む
か
の
判
断
は
、
匂
い
を
嗅
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。

　

味
覚
は
内
部
的
な
嗅
覚
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
ほ
か
の
ど
の
感
覚
よ
り
も
食
べ
る
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
少
年
は
、
文
明
人
よ
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り
確
実
で
繊
細
で
洗
練
さ
れ
た
味
覚
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
推
測
は
、
彼
が
特
定
の
食
べ
物
に
対
し
て
徹
底
し
た
嫌
悪
を
示

す
こ
と
や
、
自
分
に
合
っ
た
食
べ
物
を
間
違
え
ず
に
選
ぶ
こ
と
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

　

対
象
の
鮮
明
、
明
瞭
か
つ
正
確
な
知
覚
は
、
視
覚
器
官
の
完
成
度
に
依
存
す
る
が
、
そ
の
点
で
は
こ
の
野
生
児
は
、
整
っ
た
形
の
眼
を
し

て
い
る
の
で
、
す
ぐ
れ
た
視
覚
を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
食
べ
物
に
つ
い
て
の
彼
の
視
覚
的
判
断
は
、
嗅
覚
器
官
に
よ
っ
て
修

正
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
で
は
確
か
さ
を
も
ち
え
ず
、
嗅
覚
の
助
け
を
借
り
な
い
か
ぎ
り
知
識
と
し
て
使
え
な
い
。
同
様
に
、

こ
の
少
年
の
視
覚
は
、
判
断
の
点
か
ら
考
え
た
場
合
、
社
会
の
な
か
で
生
き
て
い
る
個
人
の
そ
れ
よ
り
も
不
完
全
で
あ
り
、
別
の
言
い
方
を

す
る
と
、
完
成
度
が
低
い
。

　

高
い
知
性
を
備
え
た
人
間
で
は
、
触
覚
が
第
一
位
の
座
を
占
め
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
が
思
考
や
理
解
に
も
っ
と
も
関
係
す
る
感
覚
だ

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
知
的
能
力
の
限
ら
れ
た
白
痴
に
近
い
存
在
に
あ
っ
て
は
、
な
に
か
を
知
る
よ
り
も
食
欲
を
満
た
す
ほ
う
を
優
先
し
、

触
覚
が
下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
観
察
の
対
象
で
あ
る
こ
の
野
生
児
に
お
い
て
は
、
自
然
が
次
の
よ
う
な
感
覚
の
順
位
を
形
成
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

す
な
わ
ち
、
嗅
覚
が
第
一
位
で
、
も
っ
と
も
完
璧
で
あ
り
、
味
覚
が
第
二
位
だ
が
、
む
し
ろ
こ
の
二
つ
の
感
覚
は
ひ
と
つ
の
も
の
を
成
し
て

い
る
と
み
な
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
視
覚
が
第
三
位
、
聴
覚
が
第
四
位
で
、
触
覚
が
最
下
位
で
あ
る
。
感
覚
作
用
も
、
同
じ
よ
う
な
順
位

に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
少
年
は
、
嗅
覚
の
印
象
に
よ
っ
て
も
っ
と
も
動
か
さ
れ
、
彼
の
判
断
や
決
定
の
も
っ
と
も
大
き
な
部
分
は
、
こ
の
優

位
な
感
覚
作
用
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
ほ
か
の
感
覚
作
用
は
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
弱
く
、
頻
度
も
少
な
く
、
嗅
覚
に
従
属
し
、
こ
の
少
年
の

性
質
に
副
次
的
な
影
響
し
か
与
え
な
い
。

言
語
能
力
の
欠
落

　

人
間
の
性
質
の
な
か
に
人
間
本
来
の
特
性
を
見
分
け
よ
う
と
し
、
自
然
と
人
為
と
を
分
け
る
線
を
引
こ
う
と
試
み
る
な
か
で
、
一
部
の
著
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者
た
ち
は
、
原
始
的
な
状
態
の
人
間
を
、
純
粋
に
動
物
的
な
感
覚
能
力
だ
け
を
も
っ
た
存
在
と
し
て
―
―
人
間
を
動
物
よ
り
も
優
位
に
す
る

能
力
を
使
わ
ず
、
自
分
の
感
情
を
伝
え
る
手
段
も
も
た
ず
、
考
え
を
表
現
す
る
の
に
適
切
な
音
声
や
し
ぐ
さ
を
ま
っ
た
く
欠
い
た
存
在
と
し

て
―
―
描
い
て
き
た
。
私
た
ち
の
野
生
児
は
、
こ
れ
ら
の
推
測
を
部
分
的
に
裏
づ
け
て
い
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
彼
は
、
自
分
の
要
求
を
伝
え

る
た
め
に
、
彼
が
社
会
に
入
っ
て
か
ら
覚
え
た
わ
ず
か
な
身
振
り
（
要
求
を
満
た
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
手
段
）
を
用
い
た
が
、
話
す
能
力

を
ま
っ
た
く
欠
い
て
お
り
、
叫
び
や
不
明
瞭
な
音
声
し
か
発
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
発
声
器
官
の
奇
形
な
の
か
も
し
れ
な

い
し
、
声
門
近
く
に
負
っ
た
傷
の
せ
い
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
か
つ
て
は
彼
が
喋
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
ほ
か
の
人

間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
な
い
状
態
で
長
期
間
過
ご
し
て
き
た
た
め
に
、
こ
と
ば
を
使
う
と
い
う
能
力
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ

ろ
う
。
砂
漠
で
父
親
と
一
緒
に
暮
ら
し
、
そ
の
後
数
年
し
て
発
見
さ
れ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
一
二
歳
の
少
年
は
、
母
国
語
を
ほ
ん
の
少
し

し
か
知
ら
ず
、
し
か
も
そ
の
少
し
で
さ
え
ま
っ
た
く
不
完
全
な
も
の
で
あ
り
、
母
国
語
に
つ
い
て
の
知
識
は
ほ
ん
の
数
語
に
限
ら
れ
て
い
た
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
セ
ル
カ
ー
ク
は
、
フ
ア
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
島
で
五
年
間
ひ
と
り
き
り
で
暮
ら
し
た
あ
と
に
は
、
こ
と
ば
を
忘
れ
、

話
す
能
力
さ
え
失
っ
て
い
た
。

本
能

　

こ
の
少
年
は
、
自
然
に
よ
っ
て
も
っ
ぱ
ら
本
能
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
純
粋
に
動
物
的
な
機
能
だ
け
を
使
う
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
、
本
来

な
ら
自
然
な
欲
求
と
同
じ
ぐ
ら
い
に
緊
急
で
あ
る
は
ず
の
人
工
的
な
欲
求
、
慣
習
的
欲
求
を
知
ら
な
い
。
彼
の
欲
望
は
身
体
的
欲
求
を
超
え

る
こ
と
が
な
い
。
こ
の
世
で
彼
が
知
る
幸
福
と
は
、
食
事
と
休
息
と
放
縦
だ
け
で
あ
る
。
彼
が
生
き
て
き
た
年
月
は
、
生
け
る
す
べ
て
の
存

在
を
悩
ま
せ
る
と
同
時
に
不
滅
に
す
る
あ
の
激
し
い
感
情
を
発
達
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
は
、
愛
の
感
情
を
ま
だ
経
験
し
た
こ
と
が

な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼
の
す
べ
て
の
感
覚
作
用
は
、
自
分
に
必
要
な
食
べ
物
、
自
由
の
魅
力
、
休
息
の
喜
び
を
手
に
入
れ
る
こ
と
だ

け
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
た
と
え
彼
が
な
ん
ら
か
の
知
識
を
示
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
知
識
は
、
自
分
の
命
を
維
持
す
る
手
段
で
し
か
な
い
。
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た
と
え
な
ん
ら
か
の
理
性
的
原
理
が
彼
の
行
為
の
な
か
に
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
彼
は
そ
れ
を
自
分
自
身
の
要
求
に
し
か
使
わ
な
い
。
彼

が
な
ん
ら
か
の
記
憶
の
痕
跡
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
と
し
て
も
、
彼
は
そ
れ
を
自
分
自
身
の
生
存
に
関
わ
る
も
の
に
し
か
使
わ
な

い
。
ほ
か
の
人
間
と
の
関
係
を
絶
た
れ
た
人
間
の
心
は
、
訓
練
も
教
育
も
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
い
た
め
、
外
的
な
も
の
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ

て
し
か
た
な
く
思
考
す
る
。
人
間
の
知
識
の
も
っ
と
も
豊
か
な
源
泉
は
、
人
間
ど
う
し
の
関
係
の
な
か
に
あ
る
。

　

彼
の
愛
情
は
、
理
解
と
同
様
、
限
ら
れ
て
い
る
。
彼
が
愛
情
を
示
す
人
は
お
ら
ず
、
だ
れ
に
も
愛
着
を
も
っ
て
い
な
い
。
も
し
彼
が
自
分

を
世
話
し
て
く
れ
る
人
に
な
ん
ら
か
の
好
み
を
示
す
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
要
求
の
表
現
で
あ
っ
て
、
感
謝
の
感
情
の
表
わ
れ
で
は
な

い
。
彼
が
そ
の
人
に
付
き
従
う
の
は
、
そ
の
人
が
彼
の
要
求
を
満
た
す
よ
う
、
そ
し
て
彼
の
食
欲
を
満
足
さ
せ
る
よ
う
務
め
る
か
ら
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
鋭
い
叫
び
も
、
も
っ
と
も
ハ
ー
モ
ニ
ア
ス
な
楽
器
の
音
色
も
、
彼
の
聴
覚
に
は
な
ん
の
印
象
も
与
え
な
い
。
あ
る
い
は
少
な
く

と
も
、
彼
に
は
そ
れ
ら
が
感
じ
ら
れ
な
い
よ
う
だ
。
彼
の
近
く
で
音
が
し
て
も
、
そ
れ
が
聞
こ
え
て
い
る
と
い
う
素
振
り
は
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
好
物
の
食
べ
物
が
入
っ
て
い
る
戸
棚
を
開
け
た
時
や
、
背
後
で
彼
の
大
好
き
な
ク
ル
ミ
を
割
っ
た
時
に
は
、
そ
れ
ら
の
音
は
、
た

だ
ち
に
聴
覚
器
官
を
と
ら
え
、
彼
は
そ
れ
ら
の
食
べ
物
を
と
ろ
う
と
し
て
音
の
し
た
方
向
に
顔
を
向
け
た
。

食
べ
物

　

人
間
社
会
に
入
っ
た
時
に
彼
を
調
べ
た
人
々
は
異
口
同
音
に
、
彼
が
パ
ン
、
肉
、
ス
ー
プ
を
極
度
に
嫌
い
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
な
ま
の
ク
リ

と
ド
ン
グ
リ
し
か
食
べ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。
ラ
コ
ー
ヌ
滞
在
中
、
共
和
暦
七
年
収
穫
月
の
終
わ
り
［
一
七
九
九
年
七
月
中
旬
］
に
、

彼
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
火
を
通
す
こ
と
を
学
び
、
そ
れ
以
来
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
火
を
通
し
て
か
ら
で
な
い
と
食
べ
な
か
っ
た
。

　

ラ
イ
麦
パ
ン
、
ス
ー
プ
、
イ
ン
ゲ
ン
豆
と
ク
ル
ミ
を
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
サ
ン
タ
フ
リ
ッ
ク
に
移
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　

ロ
デ
ス
に
連
れ
て
来
ら
れ
た
当
初
は
、
焼
い
て
あ
る
か
半
焼
き
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
な
ま
の
ク
リ
の
実
、
ク
ル
ミ
し
か
食
べ
な
か
っ
た
が
、

そ
の
後
ラ
イ
麦
パ
ン
や
ス
ー
プ
も
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
草
月
［
五
月
下
旬
倆
六
月
中
旬
］
に
は
、
肉
に
対
す
る
強
い
好
み
を
示
し
、
な
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ま
で
も
焼
い
て
で
も
、
関
係
な
く
食
べ
た
。
現
在
、
彼
が
も
っ
と
も
好
む
食
べ
物
は
、
エ
ン
ド
ウ
豆
、
ソ
ラ
豆
と
ク
ル
ミ
で
あ
る
。

　

食
べ
物
に
対
す
る
こ
う
し
た
絶
え
間
な
い
欲
求
は
、
ま
わ
り
に
あ
る
も
の
と
の
彼
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
あ
る
程
度
の
知
性
を
育
て
て
い

る
。
ロ
デ
ス
に
滞
在
中
、
少
年
の
し
た
唯
一
の
仕
事
は
イ
ン
ゲ
ン
豆
の
莢
を
む
く
こ
と
で
、
経
験
の
あ
る
人
と
同
じ
よ
う
に
能
率
的
に
や
っ

て
の
け
た
。
こ
れ
ら
の
豆
が
自
分
の
食
事
に
い
つ
も
出
る
も
の
だ
と
知
っ
て
い
た
の
で
、
干
し
た
豆
の
茎
の
束
が
目
に
つ
く
と
す
ぐ
に
鍋
を

取
り
に
い
っ
た
。
仕
事
を
す
る
時
は
部
屋
の
真
ん
中
に
陣
取
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
い
ろ
い
ろ
な
道
具
を
で
き
る
だ
け
便
利
な
位
置
に
並

べ
た
。
鍋
は
自
分
の
右
に
、
豆
の
茎
は
左
に
置
き
、
信
じ
が
た
い
ほ
ど
の
器
用
さ
で
、
莢
を
次
々
と
開
け
て
い
っ
た
。
か
び
の
生
え
た
の
や

端
の
黒
く
な
っ
て
い
る
の
を
よ
け
て
、
い
い
豆
だ
け
を
鍋
に
入
れ
た
。
ひ
と
つ
で
も
豆
が
横
へ
飛
ぶ
と
、
探
し
て
は
拾
い
上
げ
、
ほ
か
の
豆

と
一
緒
に
し
た
。
空
に
な
っ
た
莢
は
自
分
の
そ
ば
に
き
ち
ん
と
積
み
重
ね
た
。
仕
事
を
し
終
え
る
と
、
鍋
の
な
か
へ
水
を
入
れ
火
を
か
け
た

が
、
そ
の
火
は
彼
が
乾
い
た
豆
の
莢
で
お
こ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
火
が
燃
え
尽
き
る
と
、
シ
ャ
ベ
ル
を
持
っ
て
き
て
ク
レ
ー
ル
［
原
註　

彼
の
世
話
を
し
て
い
た
男
で
、
パ
リ
へ
も
同
行
し
た
］
に
渡
し
た
が
、
こ
れ
は
燃
え
て
い
る
石
炭
を
近
所
か
ら
も
ら
っ
て
来
て
く
れ
と
い
う

合
図
で
あ
っ
た
。
鍋
が
沸
騰
し
て
く
る
と
、
す
ぐ
食
べ
た
い
と
い
う
様
子
を
示
し
た
。
そ
し
て
生
煮
え
の
豆
を
自
分
の
皿
に
よ
そ
わ
な
い
と

承
知
せ
ず
、
よ
そ
う
と
そ
れ
を
貪
る
よ
う
に
食
べ
た
。

　

彼
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
入
り
の
ス
ー
プ
を
食
べ
た
い
時
に
は
、
一
番
大
き
そ
う
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
い
く
つ
か
選
ん
で
、
台
所
で
最
初
に
目
に

し
た
人
間
に
も
っ
て
行
き
、
包
丁
を
差
し
出
し
て
、
切
っ
て
も
ら
っ
た
。
次
に
フ
ラ
イ
パ
ン
を
と
り
に
行
き
、
食
用
油
の
入
っ
た
戸
棚
を
指

し
示
し
た
。

　

風
月
の
末
［
三
月
中
旬
］
頃
、
彼
に
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
与
え
た
と
こ
ろ
、
彼
は
い
つ
も
の
よ
う
に
嗅
い
で
み
て
か
ら
、
貪
る
よ
う
に
食
べ
た
。

翌
日
、
少
年
の
い
る
部
屋
で
食
事
を
し
て
い
た
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
の
補
助
部
隊
の
指
揮
官
が
、
皿
の
上
の
大
き
な
ソ
ー
セ
ー
ジ
か
ら
切
り
と
っ
た

一
切
れ
を
彼
に
示
し
て
、
と
り
に
く
る
よ
う
合
図
し
た
。
彼
は
、
そ
の
申
し
出
を
受
け
入
れ
て
近
づ
く
と
、
左
手
で
、
指
揮
官
の
指
の
間
に

は
さ
ま
れ
た
一
切
れ
を
と
り
、
同
時
に
右
手
で
、
皿
に
あ
っ
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
残
り
を
器
用
に
と
っ
た
。
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田
舎
の
生
活
が
彼
に
ど
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
の
か
を
見
る
た
め
に
、
私
は
ロ
デ
ス
か
ら
少
し
離
れ
た
オ
ラ
ン
の
ロ
ダ
氏
の
と
こ
ろ
に

彼
を
連
れ
て
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
を
歓
迎
す
べ
く
、
イ
ン
ゲ
ン
豆
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ク
リ
と
ク
ル
ミ
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
食
べ
物
の

豊
富
さ
が
彼
を
大
い
に
喜
ば
せ
た
。
彼
は
、
ま
わ
り
の
人
間
た
ち
に
目
も
く
れ
ず
に
、
イ
ン
ゲ
ン
豆
を
つ
か
ん
で
鍋
の
な
か
に
入
れ
、
そ
こ

に
水
を
注
い
で
、
そ
れ
を
火
の
と
こ
ろ
に
も
っ
て
い
っ
た
。
シ
ャ
ベ
ル
を
使
っ
て
炭
火
を
広
げ
る
と
、
そ
こ
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
放
り
込
み
、

ロ
ダ
氏
の
妹
を
自
分
の
そ
ば
に
引
き
止
め
、
料
理
を
す
る
の
を
手
伝
わ
せ
た
。
待
っ
て
い
る
間
に
、
彼
は
ク
ル
ミ
と
ク
リ
の
実
を
も
ら
っ
た
。

ま
も
な
く
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
イ
ン
ゲ
ン
豆
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
と
、
残
っ
た
も
の
は
ペ
チ
コ
ー
ト
に
入
れ
て
、

庭
に
出
る
と
、
食
べ
物
が
な
い
時
に
備
え
て
動
物
が
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
を
隠
し
土
の
な
か
に
埋
め
た
。
お
そ
ら
く
は
、
必
要
な
時
に
そ

れ
ら
を
取
り
出
す
た
め
だ
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
ま
え
か
ら
、
台
所
に
入
っ
た
時
に
は
、
急
い
で
炉
や
か
ま
ど
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
火
の
ま
わ
り
に
お
か
れ
た
す
べ
て
の
壺
を
点

検
す
る
の
が
習
慣
に
な
っ
て
い
る
。
蓋
を
次
々
と
開
け
て
み
て
、
肉
入
り
の
ス
ー
プ
を
見
つ
け
た
場
合
に
は
、
そ
こ
に
パ
ン
を
浸
し
、
そ
れ

を
そ
の
ま
ま
口
に
も
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
食
い
し
ん
ぼ
の
行
為
は
、
世
話
を
し
て
い
る
女
性
か
ら
厳
し
く
止
め
ら
れ
た
の
で
、
彼

は
、
そ
の
監
視
の
目
を
逃
れ
よ
う
と
し
、
彼
女
が
ほ
か
の
仕
事
に
注
意
を
逸
ら
す
瞬
間
を
ね
ら
っ
て
、
パ
ン
を
壺
に
浸
し
た
。
私
は
あ
る
日

に
、
彼
が
気
づ
か
れ
る
こ
と
な
く
、
六
回
そ
う
す
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

パ
リ
ま
で
の
旅
の
際
に
は
、
私
た
ち
は
、
用
心
し
て
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
の
な
か
に
、
少
量
で
は
あ
る
が
、
ラ
イ
麦
パ
ン
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

イ
ン
ゲ
ン
豆
と
ク
ル
ミ
を
入
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
宿
屋
に
こ
れ
ら
の
食
料
が
お
い
て
い
な
い
時
の
こ
と
を
考
え
た
た
め
と
、
す
ぐ
に
出
発

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
、
料
理
の
時
間
が
な
い
こ
と
も
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
少
年
は
、
リ
ュ
ッ
ク
に
自
分
の
食
べ
物
が
入
っ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
リ
ュ
ッ
ク
に
は
と
く
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
。
座
っ
て
い
る
時
に
は
、
つ
ね
に
そ
れ
を
自
分
の
そ
ば
に
お
い

た
。
馬
車
を
乗
り
換
え
る
時
、
あ
る
い
は
馬
車
が
宿
屋
に
着
い
た
時
に
は
、
彼
は
ド
ア
の
ま
え
で
止
ま
り
、
も
っ
と
も
愛
着
の
あ
る
そ
の

リ
ュ
ッ
ク
の
あ
と
か
ら
で
な
い
と
、
な
か
に
入
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。
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彼
に
初
め
て
鏡
を
見
せ
た
時
、
彼
は
す
ぐ
に
、
鏡
の
な
か
に
見
え
て
い
る
子
ど
も
が
い
る
と
思
っ
て
、
鏡
の
後
ろ
に
ま
わ
っ
た
。
こ
の
同

じ
時
に
、
彼
の
脇
で
、
鏡
か
ら
彼
よ
り
遠
く
に
い
た
若
者
が
彼
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
差
し
出
し
た
。
彼
は
、
待
ち
切
れ
ず
に
、
差
し
出
さ
れ
た

食
べ
物
を
つ
か
も
う
と
、
鏡
に
向
か
っ
て
手
を
差
し
出
し
た
。
し
か
し
、
手
が
届
く
と
思
っ
た
標
的
か
ら
か
え
っ
て
遠
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
に
気
づ
く
と
、
頭
の
向
き
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
手
を
な
な
め
後
ろ
に
も
っ
て
ゆ
き
、
手
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
差
し
出
し

て
い
た
若
者
に
あ
た
っ
た
。

白
痴
状
態
に
つ
い
て
の
疑
い

　

こ
れ
ら
の
詳
細
す
べ
て
、
そ
し
て
付
け
加
え
る
こ
と
の
で
き
る
ほ
か
の
多
く
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
少
年
に
知
性
、
思
考
能
力
や
推
理
能
力

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
の
自
然
の
欲
求
を
満
た
し
食
欲
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
問
題
と
な
る
場
合
を

除
い
て
は
、
彼
の
行
動
は
動
物
そ
の
も
の
だ
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
感
覚
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
観
念
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
は
な
い
し
、

感
覚
ど
う
し
を
比
較
す
る
だ
け
の
能
力
も
な
い
。
彼
の
魂
と
身
体
の
間
に
は
い
か
な
る
呼
応
関
係
も
な
い
よ
う
だ
し
、
な
に
に
つ
い
て
も
熟

考
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
だ
。
す
な
わ
ち
、
彼
に
は
分
別
も
、
精
神
も
、
記
憶
も
な
い
。
こ
う
し
た
白
痴
状
態
は
、
彼
の
視
線
に
現
わ
れ
て

い
る
。
彼
は
ひ
と
つ
の
も
の
を
凝
視
す
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
。
出
す
声
も
、
不
明
瞭
な
不
協
和
音
で
、
そ
れ
を
昼
も
夜
も
発
し
て
い
た
。

歩
く
の
は
、
つ
ね
に
速
足
か
駆
け
足
で
あ
る
。
動
き
に
つ
い
て
も
、
目
的
も
意
図
も
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

性
質

　

こ
の
少
年
は
、
な
で
ら
れ
た
り
さ
す
ら
れ
た
り
す
る
と
、
お
と
な
し
く
愛
想
よ
く
な
る
。
手
招
き
を
す
る
と
、
近
寄
っ
て
く
る
。
彼
に
手

を
差
し
出
す
と
、
ち
ょ
う
ど
サ
ル
の
よ
う
に
、
彼
も
手
を
差
し
出
し
て
、
す
ぐ
に
引
っ
込
め
た
。
一
方
、
彼
が
苛
立
っ
て
い
る
時
や
、
邪
魔

さ
れ
た
時
に
は
、
逆
上
や
激
怒
を
全
身
で
示
し
、
そ
の
時
に
は
突
然
腕
や
脚
や
頭
を
揺
り
動
か
し
、
両
手
の
握
り
こ
ぶ
し
を
目
に
あ
て
、
頭
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を
激
し
く
振
っ
た
。
同
時
に
、
悔
し
さ
を
示
す
叫
び
声
を
あ
げ
、
時
に
は
、
彼
を
怒
ら
せ
た
人
間
に
軽
く
噛
み
つ
く
こ
と
も
あ
っ
た
。

日
常
生
活

　

森
の
な
か
で
こ
の
子
が
身
に
つ
け
た
種
類
の
生
活
習
慣
を
急
に
改
め
る
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
。「
シ
ャ
ロ
ン

の
少
女
」
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
あ
ま
り
に
突
然
の
変
化
は
、
破
壊
的
に
作
用
す
る
か
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
彼
の
健
康
を
損
な
う
可

能
性
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
雨
月
一
五
日
［
二
月
四
日
］
以
降
、
彼
に
は
自
由
に
そ
の
気
性
と
好
み
の
ま
ま
に
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

　

自
由
を
享
受
し
、
し
か
も
好
物
の
食
べ
物
が
簡
単
に
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
た
え
ず
逃
げ
よ
う
と
し
、
戸
が

開
い
て
い
る
と
、
逃
走
の
機
会
を
つ
ね
に
う
か
が
っ
て
い
た
。
ロ
デ
ス
か
ら
す
で
に
四
回
か
五
回
逃
走
し
て
い
た
が
、
そ
の
た
び
に
幸
い
に

し
て
連
れ
戻
さ
れ
た
。
つ
か
ま
え
ら
れ
た
場
所
は
ロ
デ
ス
か
ら
か
な
り
離
れ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
旅
行
中
も
何
度
か
逃
走
を
企
て
た

が
、
す
べ
て
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

　

火
の
存
在
は
つ
ね
に
彼
に
心
地
よ
さ
を
も
た
ら
し
た
。
手
を
さ
か
ん
に
動
か
し
て
喜
び
を
表
現
し
、
大
声
で
笑
い
、
暖
か
さ
を
よ
く
感
じ

る
た
め
に
ペ
チ
コ
ー
ト
を
ベ
ル
ト
の
と
こ
ろ
ま
で
ま
く
り
上
げ
た
。
人
か
ら
大
声
で
「
お
行
儀
が
悪
い
！
」
と
言
わ
れ
る
と
、
す
ぐ
に
ペ
チ

コ
ー
ト
を
膝
ま
で
下
げ
る
が
、
少
し
経
つ
と
そ
れ
を
ま
た
ま
く
り
上
げ
た
。

　

暖
ま
る
こ
と
に
対
す
る
彼
の
強
い
欲
求
と
、
火
の
そ
ば
に
い
る
時
に
彼
が
示
す
喜
び
か
ら
、
私
は
、
こ
の
少
年
が
、
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
私
た
ち
に
と
っ
て
さ
え
厳
し
い
冬
の
間
中
真
っ
裸
の
状
態
で
生
活
し
て
い
た
と
い
う
の
が
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
私
は
、
そ
れ
ほ
ど
の

酷
寒
に
耐
え
た
人
間
が
、
ど
う
す
れ
ば
熱
の
作
用
に
も
敏
感
に
な
り
う
る
の
か
を
想
像
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
私
が
し
た
次
の
よ
う
な

実
験
が
、
こ
の
疑
い
や
不
確
か
さ
を
晴
ら
し
た
。
あ
る
夕
方
、
寒
暖
計
の
温
度
が
零
下
四
度
ま
で
下
が
っ
た
時
、
私
は
少
年
を
裸
に
し
て
み

た
が
、
彼
は
服
を
脱
い
だ
こ
と
が
う
れ
し
そ
う
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
私
は
、
彼
を
外
へ
連
れ
出
す
ふ
り
を
し
た
。
彼
の
手
を
引
い
て
長
い
廊

下
を
い
く
つ
も
通
り
抜
け
、
中
央
学
校
の
正
面
玄
関
に
出
た
。
彼
は
、
外
に
出
る
こ
と
に
い
さ
さ
か
の
躊
躇
も
示
さ
ぬ
ど
こ
ろ
か
、
ド
ア
か
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ら
外
へ
出
よ
う
と
し
て
私
を
グ
イ
グ
イ
引
っ
張
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
私
は
、
次
の
二
つ
が
両
立
し
な
く
は
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。

す
な
わ
ち
、
彼
は
寒
い
の
が
平
気
で
あ
る
と
同
時
に
、
火
の
そ
ば
で
暖
ま
る
の
も
好
き
な
の
だ
。
イ
ヌ
や
ネ
コ
な
ど
に
も
こ
の
よ
う
な
傾
向

が
あ
る
こ
と
は
、
み
な
の
知
る
通
り
で
あ
る
。

　

ロ
デ
ス
に
滞
在
中
、
彼
は
乾
燥
し
た
ア
パ
ー
ト
で
寝
起
き
し
た
。
部
屋
の
窓
は
、
彼
が
ガ
ラ
ス
を
割
っ
た
た
め
、
窓
に
は
布
が
張
ら
れ
て

い
た
。
彼
は
、
藁
の
束
が
敷
き
つ
め
ら
れ
た
ベ
ッ
ド
の
上
で
、
布
の
シ
ー
ツ
に
く
る
ま
っ
て
寝
た
。
こ
の
シ
ー
ツ
は
薄
か
っ
た
が
、
彼
は
厳

冬
の
間
も
寒
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
私
は
、
手
で
彼
の
腕
や
脚
に
触
っ
て
み
て
、
つ
ね
に
ほ
ん
の
り
と
温
か
さ
を
感
じ
た
の
で
、
彼
が
寒

く
な
い
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
ま
た
私
は
、
彼
が
休
息
す
る
時
に
は
、
両
手
を
握
っ
て
目
に
あ
て
、
膝
を
折
っ
て
、
そ
こ
に
顔
を
も
っ
て
い

く
こ
と
に
も
気
づ
い
た
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
事
実
や
観
察
は
、
単
純
で
些
細
な
こ
と
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
だ
け
を
記
し
た
概
要
で
は
、

漠
然
と
し
た
不
完
全
な
知
識
し
か
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
細
か
な
詳
細
の
ほ
う
が
、
正
確
で
厳
密
な
考
え
を
提
供
す
る
。

　

眠
り
は
と
て
も
浅
く
、
ド
ア
を
少
し
揺
ら
し
た
だ
け
で
も
、
目
が
覚
め
た
。
南
風
が
吹
く
時
に
は
、
夜
の
間
、
彼
が
時
折
大
笑
い
を
し
、

苦
し
み
や
喜
び
と
は
異
な
る
な
ん
と
も
表
現
で
き
な
い
声
を
あ
げ
る
の
が
聞
こ
え
た
。

　

彼
は
い
つ
も
は
、
夜
明
け
に
目
が
覚
め
、
そ
の
あ
と
座
っ
た
ま
ま
、
頭
か
ら
す
っ
ぽ
り
シ
ー
ツ
に
く
る
ま
り
、
時
に
体
を
揺
さ
ぶ
り
、
食

事
の
時
間
ま
で
ま
ど
ろ
み
を
繰
り
返
し
た
。
朝
の
こ
の
時
間
は
い
わ
ば
遊
び
の
時
間
の
よ
う
で
、
彼
は
起
き
て
来
る
こ
と
も
、
部
屋
か
ら
出

て
来
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　

遅
く
と
も
九
時
に
は
、
部
屋
の
ド
ア
が
開
け
ら
れ
、
世
話
役
の
ア
パ
ー
ト
に
行
っ
た
。
彼
に
は
ラ
イ
麦
パ
ン
、
焼
い
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ク

リ
、
ク
ル
ミ
、
エ
ン
ド
ウ
豆
、
な
ま
の
ソ
ラ
豆
が
出
さ
れ
た
。
寒
い
時
に
は
、
一
時
間
ほ
ど
サ
ル
の
よ
う
に
膝
を
抱
え
て
う
ず
く
ま
っ
て
体

を
温
め
て
か
ら
［
原
註　

現
在
は
自
分
か
ら
椅
子
に
座
る
］、
自
分
の
部
屋
に
戻
り
、
昼
食
ま
で
の
時
間
を
そ
こ
で
過
ご
し
た
。

　

一
一
時
頃
に
と
る
昼
食
は
、
ス
ー
プ
と
パ
ン
で
、
そ
れ
に
少
量
の
肉
か
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
イ
ン
ゲ
ン
豆
が
つ
い
た
。
通
常
飲
ん
で
い
た
の
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は
水
で
、
い
ま
も
ブ
ド
ウ
酒
は
拒
ん
で
い
る
。

　

ス
ー
プ
を
食
べ
て
い
る
時
や
ほ
か
の
時
に
、
自
分
の
手
の
指
、
あ
る
い
は
体
の
ほ
か
の
部
分
が
濡
れ
る
と
、
彼
は
布
切
れ
で
拭
く
か
わ
り

に
、
そ
こ
に
灰
を
か
け
た
。
彼
の
本
能
に
と
っ
て
、
そ
こ
を
乾
か
す
に
は
そ
れ
で
十
分
で
あ
っ
た
。

　

昼
食
後
に
は
時
々
、
彼
を
散
歩
に
連
れ
出
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
冬
は
、
火
の
そ
ば
に
い
た
。
毎
日
二
時
頃
に
、
パ
ン
、
ク
リ
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
か
野
菜
を
食
べ
た
。
こ
の
お
や
つ
の
あ
と
、
莢
を
む
く
べ
き
イ
ン
ゲ
ン
豆
が
な
い
時
に
は
、
部
屋
に
引
っ
込
み
、
藁
の
上
に
横
に
な
っ
て

シ
ー
ツ
に
く
る
ま
り
、
体
を
揺
す
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
夕
方
の
六
時
ま
で
眠
る
か
し
た
。

　

ス
ー
プ
は
、
肉
入
り
の
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
野
菜
入
り
の
こ
と
も
あ
っ
た
。
毎
度
の
食
事
に
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
イ
ン
ゲ
ン
豆
と
ソ
ラ
豆

が
出
さ
れ
た
。

　

就
寝
の
時
間
が
来
る
と
、
な
に
も
の
も
彼
を
引
き
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
は
燭
台
を
手
に
と
り
、
部
屋
の
鍵
を
指
差
し
た
。

彼
に
従
う
の
を
拒
ん
だ
り
す
る
も
の
な
ら
、
怒
り
の
発
作
が
始
ま
っ
た
。

　

彼
は
毎
日
一
キ
ロ
の
ラ
イ
麦
パ
ン
と
同
量
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
野
菜
を
食
べ
た
。

　

冬
の
間
の
彼
の
衣
服
は
、
シ
ャ
ツ
、
カ
ル
マ
ニ
ョ
ー
ル
服
［
訳
註　

南
フ
ラ
ン
ス
起
源
の
広
襟
で
短
い
上
着
］、
膝
ま
で
の
ペ
チ
コ
ー
ト
で

あ
っ
た
。
冬
の
間
中
も
、
頭
も
足
も
む
き
出
し
だ
っ
た
。
寝
る
時
は
、
昼
間
着
て
い
た
衣
服
を
脱
い
で
、
夜
用
の
も
の
に
着
替
え
た
。

　

こ
の
よ
う
な
生
活
は
、
彼
の
発
達
と
健
康
に
と
っ
て
好
ま
し
い
よ
う
に
見
え
る
。
ロ
デ
ス
に
い
る
う
ち
に
、
彼
は
か
な
り
成
長
し
た
。
体

が
丈
夫
に
な
り
、
か
か
っ
た
の
は
し
つ
こ
い
風
邪
と
軽
い
体
の
不
調
だ
け
だ
っ
た
。

　

彼
は
、
サ
ン
タ
フ
リ
ッ
ク
か
ら
到
着
し
た
頃
に
は
、
用
便
が
し
た
い
時
に
は
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
に
し
た
。
現
在
は
、
必
要
に
迫
ら
れ
た
時

に
は
、
ド
ア
を
開
け
て
ほ
し
い
と
い
う
し
ぐ
さ
を
し
、
開
け
て
や
る
と
、
外
に
出
て
、
中
庭
や
し
か
る
べ
き
場
所
に
行
く
。
彼
は
よ
く
咳
を

す
る
が
、
痰
を
吐
く
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
い
。
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註
 （
１
） 
ボ
ナ
テ
ー
ル
の
報
告
は
、Bonnaterre,P.-J.

 
                 （1800

    
）Notice

historique
surle

sauvage
de

 
                                   l’Aveyron,etsurquelquesautres

                                  

individusqu’on
a
trouvésdanslesf

                                    orêts,à
différentesépoques

                            .  Paris:Panckoucke.

                     
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
の
デ
ジ

タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
（Gallica

       
）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
の
野
生
児
に
関
す
る
当
時
の
主
要
文
書
や
文
献
を
集
め

たGineste,T.

 
           （2010
    
）Victorde

l’Aveyron
:Dernierenfant

 
                                   sauvage,premierenfantfo

                           u  
（Nouvelle

édition

                
）.Paris:Pluriel

                  
に
は
、

ボ
ナ
テ
ー
ル
の
こ
の
報
告
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

 （
２
）
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
と
い
う
名
は
、
一
七
九
六
年
に
出
版
さ
れ
た
デ
ュ
ク
レ
イ
＝
デ
ュ
ミ
ニ
ル
（FrançoisGuillaum

e
Ducray-Dum

inil

                 
            
    
）

の
小
説
『
森
の
子
、
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
（Victor,ou

l’enfantde
la
forê

                              t  
）』
の
主
人
公
の
名
に
ち
な
む
。
こ
の
小
説
は
、
森
に
遺
棄
さ
れ
た

男
の
子
が
あ
る
男
爵
に
拾
わ
れ
成
長
し
て
ゆ
く
物
語
で
あ
る
。
当
時
、
ピ
ク
ス
レ
ク
ー
ル
（René

CharlesGuilbertde
Pixerécourt

                                    
）
に

よ
っ
て
芝
居
に
も
な
り
、
パ
リ
で
の
公
演
は
大
当
た
り
を
と
っ
て
い
た
。
ロ
デ
ス
時
代
に
は
、
ボ
ナ
テ
ー
ル
は
、
自
分
と
同
じ
ジ
ョ
ゼ
フ

（Joseph

      
）
と
い
う
洗
礼
名
を
こ
の
少
年
に
与
え
て
い
た
。

 （
３
）Itard,J.-M

.G.

 
          
    （1801

    
）De

l’éducation
d’un

homme
sauvage

ou

 
                                   

des
premiers

développements
physiqu

                                    es
etmoraux

du
jeune

                      

sauvage
de
l’Aveyron

                    .  Paris:Goujon
Fils;Itard,J.-M

.G.

                                 
    （1807

    
）Rapportfaità

son
excellence

le
M
in

 
                                 
  istre

de
l’Intérieur,surles

                              

nouveaux
développementsetl’étatac

                                    tueldu
sauvage

de
l’Aveyron

                            .  Paris:Im
prim
erie
Im
périal.

           
    
       
        
後
者
の
第
二
報
告
は
、
提
出
が
一

八
〇
六
年
、
公
刊
は
翌
年
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
報
告
を
収
め
た
邦
訳
は
『
新
訳
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
の
野
生
児
―
―
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
の
発
達
と

教
育
』（
中
野
善
達
・
松
田
清
訳
、
福
村
出
版
、
一
九
七
八
）。
イ
タ
ー
ル
は
、
一
八
〇
六
年
の
第
二
報
告
を
も
っ
て
、
五
年
半
続
け
た

ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
の
教
育
に
終
止
符
を
打
っ
た
。
こ
れ
は
、
彼
が
思
春
期
に
入
っ
て
粗
暴
に
な
り
、
教
育
の
成
果
が
ま
る
で
見
込
め
な
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
は
、
聾
唖
学
校
の
時
に
世
話
を
担
当
し
て
い
た
ゲ
ラ
ン
夫
人
（M

adam
e
Guérin

 
    
        
）
が
そ

の
後
も
聾
唖
学
校
近
く
の
ア
パ
ー
ト
で
一
緒
に
生
活
し
な
が
ら
世
話
を
し
（
国
か
ら
養
育
費
が
支
給
さ
れ
て
い
た
）、
一
八
二
八
年
に
亡
く

な
っ
た
（
享
年
は
四
〇
歳
ほ
ど
と
推
定
さ
れ
る
）。
一
八
〇
七
年
以
降
は
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
か
、
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

 （
４
）
映
画
の
邦
題
は
「
野
生
」
で
は
な
く
、「
野
性
」
と
表
記
し
て
い
る
。
こ
の
映
画
で
は
、
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
は
監
督
を
務
め
た
だ
け
で
な

く
、
イ
タ
ー
ル
の
役
も
演
じ
た
。
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
に
と
っ
て
、
そ
れ
だ
け
思
い
入
れ
の
強
い
作
品
だ
っ
た
と
言
え
る
。
彼
自
身
親
か
ら
捨
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て
ら
れ
非
行
に
走
っ
て
い
た
時
に
、
映
画
評
論
家
の
ア
ン
ド
レ
・
バ
ザ
ン
（André

Basin

           
）
の
庇
護
を
受
け
て
立
ち
直
り
、
映
画
の
道
に

進
む
こ
と
が
で
き
た
。
彼
は
、
自
分
た
ち
の
関
係
を
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
と
イ
タ
ー
ル
の
関
係
に
重
ね
合
わ
せ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
山

田
宏
一
『
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
、
あ
る
映
画
的
人
生
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
）
を
参
照
。
な
お
、
映
画
は
基
本
的
に
イ
タ
ー
ル
の
報
告
等
に

も
と
づ
い
て
製
作
さ
れ
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
脚
色
も
あ
る
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
て
い
る
、
少
年
が
パ
リ
で
人
間
観
察
者
協
会
の
シ
カ
ー

ル
の
手
に
引
き
渡
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
だ
け
に
限
る
と
、
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
の
野
生
児
の
新
聞
記
事
を
読
ん
で
大
き
な
関
心
を
寄
せ
た
医
師
イ

タ
ー
ル
が
、
彼
を
パ
リ
に
呼
び
寄
せ
る
よ
う
依
頼
の
手
紙
を
書
き
、
ピ
ネ
ル
と
イ
タ
ー
ル
が
一
緒
に
少
年
を
迎
え
、
彼
の
診
断
を
し
た
と

い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
イ
タ
ー
ル
が
少
年
と
関
わ
り
始
め
る
の
は
、
パ
リ
到
着
か
ら
四
カ
月
後
の
一
二
月
初
め

の
こ
と
で
あ
る
（
彼
が
正
式
に
聾
唖
学
校
付
き
の
医
師
に
な
る
の
は
一
二
月
三
一
日
の
こ
と
で
あ
る
）。

 （
５
）Boyle,T.C.

 
           （2010

    
）W

ild
child.

 
          New

York:Viking.

                  
フ
ラ
ン
ス
語
版
はL’Enfantsauvage

 
               
（Paris:Grasset,2011

                     
）。

 （
６
）
イ
タ
ー
ル
の
第
一
報
告
と
ボ
ナ
テ
ー
ル
の
観
察
報
告
は
、
革
命
暦
（
共
和
暦
）
で
記
さ
れ
て
い
る
。
革
命
暦
は
一
七
九
三
年
一
一
月
か

ら
一
八
〇
五
年
一
二
月
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
。

 （
７
）
中
央
学
校
（l’école

centrale

                
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
、
理
想
主
義
的
な
教
育
理
念
に
も
と
づ
い
て
、
各
県
の
県
庁
所
在
地
や
主
要

都
市
に
設
け
ら
れ
た
中
等
・
高
等
学
校
で
あ
る
。
一
七
九
五
年
に
創
設
さ
れ
た
が
、
七
年
後
の
一
八
〇
二
年
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
ロ
デ

ス
の
中
央
学
校
は
、
一
六
世
紀
末
に
建
て
ら
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
学
校
（
コ
レ
ー
ジ
ュ
）
で
あ
っ
た
建
物
が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
た
（
写
真

２
参
照
）。
中
央
学
校
廃
止
後
も
、
王
立
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
（
王
政
復
古
時
）
や
リ
セ
と
し
て
使
わ
れ
、『
昆
虫
記
』
で
世
界
的
に
有
名
な

（
た
だ
し
本
国
フ
ラ
ン
ス
で
は
知
る
人
の
少
な
い
）
フ
ァ
ー
ブ
ル
（Jean-HenriFabre

                
）
も
こ
の
建
物
で
学
ん
だ
。
建
物
は
一
九
七
五
年

に
解
体
さ
れ
、
い
ま
は
付
属
の
礼
拝
堂
が
残
る
の
み
で
あ
る
。Belser,C.
 
          Rodezily

a
100
ans.

                     
（Prahecq

:EditionsPatrim
oineset

                         
         

M
édias,201

 
          2  
）
に
よ
る
。

 （
８
）
イ
タ
ー
ル
の
第
二
報
告
に
も
、
少
年
が
「
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
の
貧
し
い
農
民
（un

pauvre
paysan

                
）
に
よ
っ
て
世
話
を
受
け
、
パ
リ
に
連

れ
て
来
ら
れ
た
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
イ
タ
ー
ル
は
、
少
年
を
ロ
デ
ス
で
養
育
し
パ
リ
に
連
れ
て
来
た
人
間
と
、
ボ
ナ
テ
ー

ル
と
を
別
人
だ
と
み
な
し
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
第
一
報
告
で
は
、「
博
物
学
者
ボ
ナ
テ
ー
ル
」
と
明
記
し
て
、
そ
の
報
告
へ
の
言
及

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

 （
９
）
本
稿
の
ボ
ナ
テ
ー
ル
の
生
涯
に
つ
い
て
の
記
述
は
以
下
の
二
つ
の
資
料
に
も
と
づ
い
て
い
る
。Affre,H.

 
         （1881

    
）Biographie
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aveyronnaise

            .  Rodez
:H.de

Broca,pp.63-65;Tap,

                                    J   .  
（1997

    
）Pierre-Joseph

Bonnaterre

                        
（1751-1804

         
） .   Revue

du
Rouergue

                 ,no.49,

         

205-224
       .  

 （　

） 
た
と
え
ば
、
魚
類
の
巻
は
、
序
文
と
本
文
が
二
段
組
み
で
そ
れ
ぞ
れ
五
五
ペ
ー
ジ
と
二
一
五
ペ
ー
ジ
、
図
版
が
一
〇
二
ペ
ー
ジ
、
総

10ペ
ー
ジ
に
し
て
三
七
二
ペ
ー
ジ
あ
る
。
な
お
、Tableau

encyclopédique
etméthodiqu

 
                                  e  
の
ボ
ナ
テ
ー
ル
の
担
当
し
た
巻
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

は
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
（Gallica

       
）
やBiodiversity

Heritage
Library

 
                            
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
ど
の
巻
も
図
版
が
美
し
い
が
、
こ
れ
を
担
当
し
た
の
は
、
挿
絵
画
家
ロ
ベ
ー
ル
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
（RobertBernard

              
）

で
あ
っ
た
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
、
パ
ン
ク
ー
ク
の
出
版
物
の
動
植
物
の
絵
、
一
万
七
〇
〇
〇
点
を
描
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

 （　

）Doig,K.H.

 
          （2013

    
）From

Encyclopédie
to
Encyclopédie

mé
 
                                   thodique:Revision

and
expansion

                                .  Oxford:Voltaire
Foundation.

                             

11

 （　

） 
サ
ン
テ
ス
テ
ー
ヴ
の
炯
眼
が
な
け
れ
ば
（
す
な
わ
ち
、
野
生
児
の
学
術
的
重
要
性
を
理
解
し
て
サ
ン
タ
フ
リ
ッ
ク
の
養
護
院
に
保
護

12し
、
そ
の
こ
と
を
上
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
）、
こ
の
少
年
は
歴
史
に
残
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
少
年
に
関
す
る
ロ

デ
ス
以
前
の
経
緯
と
サ
ン
テ
ス
テ
ー
ヴ
に
つ
い
て
は
、
一
八
七
五
年
に
フ
ル
キ
エ
＝
ラ
ヴ
ェ
ル
ヌ
（Foulquier-Lavernhe

                  
）
が
出
し
た
小

冊
子
に
詳
解
が
あ
る
、
こ
れ
は
、
一
九
九
二
年
に
ロ
デ
ス
で
開
催
さ
れ
た
展
示
会
「
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
の
野
生
児
」
に
際
し
て
編
集
・
刊
行
さ

れ
たL’Enfantsauvage

de
l’Aveyro

 
                           n  
（Rodez

:M
ission

départem
entale

de
la

         
               
            

culture,pp.126-135

                    
）
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。

 （　

）
リ
ヨ
ン
逗
留
中
に
は
、
リ
ヨ
ン
中
央
学
校
の
博
物
学
の
教
授
、
ム
ー
ト
ン
＝
フ
ォ
ン
ト
ニ
ユ
（M

arie
JacquesPhilippe

M
outon

 
                       
     -  

13Fontenille

          
）
が
少
年
に
会
い
、
観
察
記
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
少
年
の
見
か
け
は
ふ
つ
う
の
子
ど
も
と
ま
っ
た
く
変
わ
ら

な
い
」。
し
か
し
そ
の
性
格
は
「
利
発
さ
と
愚
か
さ
、
活
発
と
不
活
発
、
喜
び
と
悲
し
み
が
混
ざ
り
合
っ
て
い
て
、
そ
の
原
因
が
な
に
に

あ
る
の
か
を
見
抜
く
の
が
難
し
い
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
前
掲
のGinest
 
     e  
（2010

    
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

 （　

）
デ
ュ
パ
テ
ィ
（Em

m
anuelDupat

  
 
           y  
）
ら
に
よ
る
喜
劇
、Le

Sauvage
du
départementde

l’Aveyr

 
                                   on,ou

Ilne
fautjurerde

rien

                               .  

14

 （　

）
当
時
の
哲
学
者
（
思
想
家
）
が
「
野
生
人
」
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
考
に
詳
し
い
。
松
田
清
（
一
九
七

15八
）「
ル
ソ
ー
の
野
生
人
に
つ
い
て
」。
思
想
、
六
月
号
、
二
〇
九
倆
二
二
三
。

 （　

）Pinel,P.

 
         （1800

    
）Rapportfaità

la
Société

des
Observ

 
                                   ateurs

de
l’hom

m
e
sur
l’enfantconnu

               
 
                    

sous
le
nom

de
Sauvage

de

            
               

16l’Aveyron.

           
邦
訳
は
、
レ
イ
ン 『
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
の
野
生
児
研
究
』（
中
野
善
達
訳
編
、
福
村
出
版
、
一
九
八
〇
）
と
、
イ
タ
ー
ル
『
新
訳
ア

ヴ
ェ
ロ
ン
の
野
生
児
―
―
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
の
発
達
と
教
育
』（
中
野
善
達
・
松
田
清
訳
、
福
村
出
版
、
一
九
七
八
）
に
付
録
と
し
て
収
め
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ら
れ
て
い
る
。

 （　

）
ボ
ナ
テ
ー
ル
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
前
掲
のGinest

 
     e  
（2010

    
）
の
ほ
か
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
シ
ャ
タ
ッ
ク
（RogerShattuck

              
）
と
ア
ン
ド

17リ
ア
ナ
・
ベ
ン
ザ
ク
エ
ン
（Andriana

S.Benzaquén

                     
）
が
公
正
に
評
価
し
て
い
る
。Shattuck,R

 
          .  
（1980

    
）The

forbidden
experiment:

 
                         

The
story

ofthe
wild

boy
ofAveyron

                                    .  New
York:FarrarStrausGiroux.

                                
（『
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
の
野
生
児
―
―
禁
じ
ら
れ
た
実
験
』、
生
月

雅
子
訳
、
家
政
教
育
社
、
一
九
八
二
）;Bem

zaquén,A.S.

      
             （2006

    
）Encounterswith

wild
child:Temptati

 
                                   on

and
disappointmentin

the

                             

study
ofhuman

nature

                     .  M
ontreal:M

cGill-Queen’sUniversity

  
          
                        

Press

      .  

 （　

）
ボ
ナ
テ
ー
ル
の
報
告
の
邦
訳
に
は
、
部
分
訳
と
言
え
る
も
の
が
二
つ
あ
る
。
前
掲
の
レ
イ
ン
の
本
に
は
、
報
告
の
三
〇
ペ
ー
ジ
以
降
の

18部
分
が
再
録
さ
れ
て
お
り
、
シ
ャ
タ
ッ
ク
の
本
に
は
、
報
告
の
随
所
か
ら
の
引
用
が
あ
る
。

 （　

）
サ
ン
＝
シ
モ
ン
（Com

te
de
Saint-Sim

on

   
               
  
）
は
、
聾
唖
学
校
で
の
最
初
の
三
カ
月
に
少
年
が
ど
う
あ
つ
か
わ
れ
た
の
か
を
述
べ
る
な

19か
で
、
こ
の
学
校
の
校
長
で
、
少
年
を
パ
リ
に
呼
び
寄
せ
た
立
役
者
で
あ
っ
た
シ
カ
ー
ル
に
対
し
て
厳
し
い
評
価
を
下
し
て
い
る
。
サ

ン
＝
シ
モ
ン
に
よ
る
と
、
神
父
で
も
あ
っ
た
シ
カ
ー
ル
は
、
教
育
の
助
け
を
借
り
ず
と
も
人
間
は
神
の
存
在
を
認
識
し
う
る
と
い
う
信
念

を
も
ち
、「
自
然
人
」が
そ
の
証
明
に
な
る
と
考
え
て
い
た
。
シ
カ
ー
ル
は
、
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
の
野
生
児
が
そ
の
恰
好
の
例
示
に
な
る
と
思
い
、

パ
リ
に
呼
び
寄
せ
た
ま
で
は
い
い
が
、
少
年
は
彼
の
意
図
し
て
い
た
証
明
に
な
る
よ
う
な
も
の
で
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
（
逆
に
反
証
と

と
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
）。
シ
カ
ー
ル
は
少
年
の
養
護
を
放
棄
し
、
少
年
は
悲
惨
な
状
況
に
お
か
れ
た
。
命
令
に
従
わ
な
い
た
め
、
虐
待

や
暴
力
も
受
け
続
け
た
。
イ
タ
ー
ル
が
最
初
に
少
年
に
会
っ
た
時
に
は
、
少
年
は
こ
う
し
た
虐
待
後
の
状
態
に
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
。
イ
タ
ー
ル
も
第
一
報
告
の
第
一
章
の
冒
頭
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
彼
の
生
活
が
一
変
し
た
こ
と
、
見
物
人
た
ち
が
頻
繁

に
や
っ
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
聾
唖
学
校
の
同
年
代
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
住
ん
で
い
た
必
然
的
な
結
果
と
し
て
い
じ
め
を
受
け
た
こ

と
が
、
文
明
化
の
望
み
を
消
し
去
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
」。
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
論
述
の
邦
訳
は
、
イ
タ
ー
ル
『
新
訳
ア
ヴ
ェ

ロ
ン
の
野
生
児
―
―
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
の
発
達
と
教
育
』（
中
野
善
達
・
松
田
清
訳
、
福
村
出
版
、
一
九
七
八
）
に
付
録
と
し
て
収
め
ら
れ

て
い
る
。
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